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序

柏崎市域には、鵜川荘・ 比角荘とともに佐橋荘という中世の荘園がありました。佐橋荘は、

北条地区と中鯖石地区を中心に、北鯖石や南鯖石地区までの範囲が想定される広い荘園でした。

鎌倉時代、今からおよそ750年程前、この地に鎌倉武士が赴任してきました。その人の名を毛

利経光といいますが、 一族は鎌倉にて、謀反の罪ですべて討ち果たされてしまったため、毛利

家ただ一人の生き残りでもあったのです。

その後、佐橋荘は越後毛利氏の本拠地として、鎌倉時代から戦国時代まで、ほぼ中世の全般

を過ごします。ところが、 1578年、越後毛利氏一門の惣領、北条毛利氏は上杉謙信亡き後に

勃発した相続争いに巻き込まれ、上杉景虎方の有力武将として上杉景勝に対抗しました。しか

し、 1579年、第12代北条景広は、流れ矢を受け、その傷が元で絶命、畏怖堂々たる要害北条城

は包囲され、武運拙く敵に降伏、落城してしまいました。北条毛利氏の領地はすべて没収され、

恩賞として屎勝方の武将達に分け与えられましたが、この戦乱により、数多く残されていたで

あろう数々の文書や記録類も、そのほとんどが失われてしまいました。

しかし、毛利氏の事跡や、当時荘園内で力強く生き抜いた人々の暮らしのあとは、今も土に

埋もれながら、確実に追跡として残されています。平成 7年に発掘調査を実施し、本書で報告

する下川原遺跡も、その一つであります。詳細は、本文に譲りますが、発掘調査では、鯖石川

を介して往来した道の跡と考えられる遺構が発見されています。調査された面梢は狭く、すべ

てが明らかにされたわけではありませんが、当時を物語るこれら逍構と、これを報告するささ

やかな本書が、地域の歴史を理解するため、少しでも参考になればと思います。

発掘調査に際しましては、梅雨時で蒸し暑く、雨にも多くたたられたかと思いますが、最後

まで調査に参加されました柏崎市シルバ一人材センターの会員の皆様および調査員各位に対

し、深甚なる謝意を表する次第であります。

平成15年7月

柏崎市教育委員会

教育長相澤陽



例 言

1.本報告雷は、新潟県柏崎市大字加納字下川原 10番地他に所在する下川原逍跡発掘調査の記録である。

2.発掘調査の原因となった事業は、柏崎市道22-50号線の新設事業であり、柏崎市建設部道路河川課

（現：都市整備部都市整備課）の依頼を受け、柏崎市教育委員会が調査主体となって実施した。

3.発掘調査は、平成7年 5月19日から同年 7月5日まで現場作業を実施した。整理・報告魯作成作業

は、 柏崎市西本町三丁目喬柏園内の追跡調査室にて、平成 7年度と平成11年度に実施し、平成14年度

において報告書の執筆・編集を行った。

4.発掘調査で出土した逍物および調査の過程で作成した記録類（図面・写真類）は、すべて一括し、柏

崎市遺跡考古館（柏崎市小倉町 7-18)で保管・管理している。

5.出土追物の注記については、下川原逍跡の逍跡名から「下JII原」とし、逍構名や陪序名等を併記した。

6.本報告書は、すべて調査担当の品田高志が執箪し、編躾もあわせて行った。追物整理作業等は、柏崎

市逍跡調査室にて、同室スタッフにより行った （別記巻末）。

7. トレース作業については、図版 2~19および挿図第9図を株式会社セビアスに委託、デジタル トレー

スにて作成し、挿図の一部は、この成果を活用したものが含まれる。

8.本書掲載の図面類の方位は、すべて真北であるが、 旧座標系（日本測地系）を使用している。磁北は、

真北から西偏約7度である。

9.発掘調査の実施にあたっては、事業主休である柏崎市建設部道路河川課から、表土除去やグリッドの

設定等で協力を得た。また、近世陶磁器類については、伊藤啓雄から教示を受けるとともに、下記の

方々から様々なご協力をいただいた。厚く御礼申し上げる次第である。

猪爪一郎 ・｝l|口恵ー ・桑山省吾 ・駒野政夫 ・柏崎市市民生活部税務課ほか （敬称略 • 五十音順）

調 査体制 （平成7年度）

閲査主体柏崎市教育委員会

総 括西川辰二 （社会教育課長）

管 理坂口達也（社会教育課長補佐）

庶 務宮山均（社会教育係主査）

調査担当 品田高志（社会教育課文化振典係主査・学芸員）

調森員 帆刈敏子 （社会教育課文化振興課嘱託）
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1 調査に至る経緯

下川原遺跡は、新潟県柏崎市大字加納字下川原と字為戸に所在する。地理的には、柏崎平野東部の鯖石

JII中流域北部に相当し、市街地から南西におよそ 7kmほどの郊外にある。逍跡名は、小字地名の一つで

ある「下川原」から命名された。この小字「下川原」は、鯖石川流域において幾つか存在し、遺跡が所在

する事例もある。ただ、本発掘調査された事例としては、今回が初めてであるため、追跡名は「下川原遣

跡」をそのままとするが、他と区別する場合には「加納・下川原逍跡」と呼称することとする。

本遺跡の発見は、昭利58年 (1983)に実施された新潟県教育委員会主催の詳細分布調査においてであ

り、この時、平安時代の土師器や須恵器が採集されていた。遺跡は、鯖石川に面した沖梢段丘上に立地し、

長鳥川との合流点よりやや上流に位置する。本逍跡の対岸には、中世において、都市的な町割りを備えた

馬場・天神腰遺跡が所在する。両者は、互いに渡河地点に立地する追跡であり、河川の合流点に近いなど、

古代・中世における河陸の交通路等との関わりが注目される。

下川原逍跡発掘調査の直接的な原因となった市道柏崎22-50号線新設事業は、平成 2年度に策定され

た幹線道路整備計画の中で、国道291号線のバイパスとして整備することとなったものである。その背最

には、柏崎平野南部域における工業団地や住宅地の激増があり、学園ゾーン区域内における大学の開学な

ど様々な開発が行われ、新たな交通体系の見直しが迫られていたことが挙げられる。これまでの道路整備

では、十日町方面と結ばれる国道252号線に対し、市道7-1・同9-1号線がそのパイパスとして整備

されていた。しかし、小国・小千谷方面とを結ぶ国道291号線関係では、鯖石川を渡河する橋が幹線）レー

トに 1ヶ所のみであった。このため、国道252号線との接続に際し、朝晩の通勤および夏期の海水浴シー

ズン、そして冬期における雪の影牌による渋滞が著しく、さらに近年の諸開発が JR信越線より南側に偏

っていたことから、これを渡る踏切の数も多く、列車事故の危険が増加する傾向にあった。このような実

状から、小国 ・小千谷方面から踏切を越えずに鯖石川を渡河し、直接市道7-1・9-1号線へとアク セ

スする）レートの開設が急務となっていたのである。

当該事業と埋蔵文化財との関わりは、すでに平成3~4年において、 下川原遺跡の対岸に当たる南条地

内での馬場・天神腰遺跡の調査から始まっていた。下川原追跡に関しては、 平成 3年10月15日付け土第

1671号により 、柏崎市建設部土木課（当時）から文化財保護法第57条の 3の土木工事等の通知が提出さ

れていた。工事予定区域とは、追跡北部縁辺に相当しており、追跡の有無を判断するには微妙であった。

このため、新潟県教育委員会（「県教委」）の指示を受け、河岸段丘等高位の地形となる西側の延長180m 

に対し、確認調査を実施することとした。確認調査は、平成 4年 11月～ 12月に、 一部未買収地を除く

1,740 ni'を対象とし、 215Ill'を発掘した。その結果、遺構や逍物は概して希薄なるも、溝跡などの逍構や、

平安時代の須恵器などが出土する ことが確認され、国道252号線と接続する起点からおよそ 140mを対象

として本発掘謂査を実施することとなった［柏崎市教委1993]。

本発掘調査は、諸般の事俯から平成 7年度に実施した。市教委は、平成 7年 4月21日付け、教社第49

号により県教委へ文化財保護法第98条の 2に基づく発掘調査の通知を行い、平成7年 5月に調査着手の

ための準備に入った。
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II 遺跡の位演と環境

1 遺跡の位置と地理的環境

柏崎平野概観 柏崎市は、新潟県のほぼ中央に位囲する人口およそ 9万人ほどの小都市で、行政的な地

域区分では中越に属している。一般に中越地方と呼ばれる地域は、信濃川上流域や魚野川流域一帯を占め

る魚沼郡域と、長岡市などが所在する信濃川中流域から柏崎平野にかけての北部に大別することが可能で、

柏崎平野は北部でも西半部に位置することになる。

柏崎平野は、鯖石川と鵜川を主要河川として形成された臨海沖粕平野である。この二河川は、個々に独

立した水系をもつが、全国でも有数の大河である信派川水系や関川水系によって形成された広大な平野に

対し、丘陵や山塊による分水嶺で隔され、一つの独立した平野を形成する。

柏崎平野を取り巻く丘陵・山塊とは、東頸城丘陵の一部である。柏崎平野一帯の丘陵地形は、北流する

鵜川 ・鯖石川によって西部・中央部・東部に三分され、それぞれ米山・黒姫山・八石山の刈羽三山を頂点

とする。東部は、北東方向の背斜軸に沿って、西山丘陵 ・曽地丘陵 ・八石山丘陵が北から規則的に並び、

向斜軸に沿って別山川• 長鳥川 といった鯖石川の支流が南西に流れ出る 。 中央部は、黒姫山を頂点に北へ

緩やかに高度を下げ、 沖梢地に接する一帯には広い中位段丘を形成するとともに、その北側には湿地性の

強い沖粕地が広がっている。西部は、米山を頂点とした傾斜の強い山塊であり、現在も隆起を続けている

とされている。これら山塊・丘陵地形の広がりは、海岸にまで達して米山海岸と称される。米山海岸の景

観は、沿岸部に低位・中位・高位の各段丘による断崖が顕著に形成され、沖梢地は少なく、砂浜もほとん

ど見られない特徴がある。また、柏崎の中央部に広がる沖積平野は、その北西正面部を日本海に洗われ、

海岸に沿って荒浜・柏崎砂丘が横たわっているが、現在では柏崎の市街地がこれを図っている。平野部を

なす沖積地は、砂丘後背地として濯地性が強く、鵜川・ 鯖石川の蛇行により、各所に幾筋もの自然堤防が

形成されている。

鯖石川流域とその地形 柏崎平野東部を北流する鯖石川は、その源を東頸城丘陵の山中、東頸城郡松代

町に発する。鯖石川は、鵜川とともに柏崎平野の二大河川の一つとされるが、総延長およそ 361(111は鵜川

の二倍に達しており、文字通り柏崎平野随一の河川である。鯖石川上流域は、、源となる松代町から高柳

町を経て柏崎市の大沢・山室地区に至る l8lcn1がおおむね該当する。山間を縫う流路は、小刻みな蛇行を

繰り返し、河岸段丘の形成が著しい。中流域は、南鯖石北部から中鯖石を経て、おおよそ長鳥川との合流

点付近に至るおよそ 101(111ほどであり、その合流点を過ぎた安田地区以北が下流域となる。下流域の始ま

りとなる安田付近から、柏崎平野の広い沖粕地が広がっており、流路も狭い谷間の制約から解き放たれ、

東へ西へとその流路は大きく揺れ動く 。また、河川木体の長さ 、そしてその広い流域は、下流へと運ばれ

る土砂の戴が多いことを示し、これらの土砂によって下流部に人った安田付近を扇頂部とした広大で低平

な扇状地状地形を造り出している。流路も時には柏崎平野西辺の鵜川河口付近に達するとともに、幾筋も

の旧流路の痕が、自然堤防上に形成された集落の位岡でうかがうことができる。

中流域は、幅700mほどの沖梢地が広がる谷問を形成し、古来より鯖石谷と称せられてきた。現河道は、

柏崎陪をえぐって流れ、左岸域の丘陵沿いには沖粕段丘の形成が著しいが、この沖梢段丘が下川原逍跡本
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体の立地でもある。両側に横たわる新第三紀の丘陵内に分布する段丘も左岸域に多いことから、鯖石川の

流路そのものは、東へと徐々に移動していることが看取できる。

下川原遺跡周辺の微地形 下川原遺跡が所在する鯖石川中流域北部の左岸域は、西側から丘陵、（中位

段丘）、沖梢段丘、河川氾濫原、そして鯖石川現河道というように、階段状に並び、比較的整然とした地

形的景観を見せている（第 2図）。

鯖石川の現河道は、氾濫原とされる沖積低地のほぼ中央を、両側を堤防で守られながら北流し、 今では

氾濫原を大きく蛇行することはない。しかし、氾濫原と沖積段丘との撓界、つまり沖梢段丘面の崖線は、

鯖石川が蛇行し、 浸食した痕跡をとどめている。

丘陵部は、最高点が標高約130m、沖梢段丘との比高差はおおむね110mである。丘陵部の縁辺には、

標高40m前後、比高差20mほどの小規模で低平な台地が若干分布する。これらは、安田付近一帯から西

側へと広く形成された中位段丘の残存部とみられ、僅かな痕跡であるが、当該域まで確認することができ

る。また、丘陵部と沖積段丘の境界は、幾筋かの沢が形成され、丘陵部やわずかな中位段丘を樹枝状に刻

む。これらの沢は、すべて沖梢段丘面で埋没して途切れ、現在では水田が造成されているためか、全く平

坦化され地表面からその痕跡を観察することができない。

ところで、鯖石川中流域北部の左岸域には、第 2図に示したように 5ヶ所の逍跡が確認されている。丘

陵部に位闘するのは、加納城跡とされる要害である。また、 中位段丘とみられる平坦地に位悩する下加納

遺跡は、塚状のマウンドを切り崩した際に、ロクロ整形の珠洲壷が完器のまま出土したとされる（第4図）

［宇佐美 ・坂井1987]。珠洲の壷が出土した遺構は、中世の墳丘墓である可能性が高く、この他に他時代の

ものも含め、明確な逍物が採梨されないことからすれば、羹地遺跡である可能性が高い。したがって、 一

般的な居住域、つまり集落逍跡である可能性はかなり低い。

これに対し、 山谷遺跡や住吉逍跡は、下川原遺跡と同様、氾濫原へ半島状に突き出た沖粕段丘上に占地

することで、全く共通する。鯖石川中流域左岸では、南部の与板地区、あるいは石曾根地区の宮ノ下遺跡

群［柏崎市教委2001]などのように、同様な立地パターンの遺跡が多く見受けられる。中鯖石地区の遺跡

については、下川原逍跡以外未調査であり、下川原遺跡も北辺の一部を調査しただけで、いまのところ住

居跡などは確認されていないが、立地やそのほかの状況から古代 ・中世の集落跡である可能性が高い。こ

のような地形のところに、梨落逍跡を想定する事由としては、氾濫原との比高差が 4~5mほどを測り、

一般的な鯖石川の氾濫や水害への脅威が少ないということ、そして半島状に突出することにより水はけが

よく、居住環境に適していたことなどが上げられ、後者は返って水田に適さなかったことも、居住域とな

るべき可能性が大きいことを示している。

また、第 2図に示したように、鯖石川が蛇行しつつも、遺跡立地点については、 浸食することがなかっ

たことになる。現在の地形を観察すると、丘陵を切り込む沢は、沖梢段丘に埋没し、地表面からその姿は

望めない。しかし、鯖石川によ って浸食された位置とは、丘陵部から流出した沢の延長線上に相当する と

考えられ、沖積段丘に埋没した開口部の強度が弱いことが、鯖石川の蛇行を招き、反対に追跡立地点がそ

れを免れたとみられる。

また、沢頭付近には、それぞれに溜池が構築されているが、近年まで水田経営にはなくてはならない水

源として活用されていたことが明確である。つまり、古代あるいは中世においても、水田等の開発がなさ

れたのは氾檻原域ではなく、小さいながら水源として活用できる沢を備えた沖租段丘上であったとするこ

とができそうであり、立地や地形からも下）1|原遺跡の領域的な範囲が見えてきそうである。
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2 歴史的な環境と周辺の遺跡

1) 柏崎平野の古代 ・中世概観

古 代 越後国など古代北陸道の諸国は、それまでの越国を分割することにより成立したが、それは

持統4年 (690)の庚寅年籍作成段階であった可能性が高いとされている［坂井1983]。成立当初の越後園

とは、現在の阿賀野川以北の地であり、現柏崎市域等は、越中国であった。現在のような越後国の国域が

確定したのは、大宝 2年 (702)における越中国四郡（蒲原郡・古志郡・魚沼郡・頸城郡）〔米沢1980〕の

越後国への分割と、和銅5年 (712)に出羽国が分樅・独立して以後のことである。

奈良時代の柏崎市・刈羽郡域は、柏崎市西部の1日頸城郡域や魚沼郡域であった小国町域などを除く大半

が、長岡市域などと同じ古志郡域に属していた。当時の古志郡は、 三島郡利島村の八幡林逍跡の調査成果

から、品崎川流域でも八幡林逍跡付近に郡面等の中枢部が想定できるため［和島村教委1994]、柏崎平野

の地域とは低いながら分水嶺を間に挟み、地理的にはやや隔たりを惑じさせる関係にあった。このような

地理的な側面のみとは言い難いが、柏崎平野一帯は平安時代を迎えた 9世紀に、 三嶋郡として分骸・独立

することになったとされている［米沢1976]。

三嶋郡における郷名としては、 10世紀に成立したとされる 「倭名抄Jに「三嶋」「高家」「多岐」の三郷

が記され、また 「延喜式jには北陸道の駅として「三11邸訳」と「多太駅」があったとされている。これら

二史料に記された記載順や後の荘園分布などを参考とすれば、 三嶋郡の各郷は、狛川流域： 三嶋郷、鯖石

川中流域 ・長鳥川流域：高家郷、別山川流城：多岐郷といった郷域がおおまかに想定できる。

下川原追跡は、古代集落の実態が明らかでなく、郷についても詳細が不明なことから断定できないが、

長鳥川合流点の南に程近い鯖石川の右岸に位置していることからすれば、三嶋や多岐の各郷よりは、高家

郷との関連が強いものと兄られる。

中 世 「吾妻鋭」文治 2年 (1186) 3月12日条の「三箇国庄々未進注文」には、柏崎平野に比定さ

れる荘園として「宇河（鵜川）荘」「佐橋（鯖石）荘」「比角荘」の三荘園が記されている。これら 3荘園

は、寄進地系荘園として11世紀末から 12世紀中菓頃には成立したと考えられ［荻野1986]、これ以後倭名

抄の郡郷名は廃れて、荘園名で呼ばれることになる。

これらの荘園の1月至は明確にされていないが、鵜川荘の場合、鵜川という河川名と一致すること、 史料

に記された地名等が安田付近から藤井まで及ぶこと、そして鋭ケ沖という湖沼により比角荘域と推定され

ている現柏崎市街地とは地形的に1隔たっていることなどから、粕川河口付近を除く鵜川流域一楷とその水

系内に属する南部（安田）丘陵一帯等が、その荘域として推定できよう。

比角荘は、現在の地名からすれば、現市街地西部に比角地区があること、また観応元年 (1350)の「室

町将軍家足利義詮御教書」［柏崎市史編さん委1987(No.33文晶f)］に記された 「越後国比角庄袋条」が、

市街地南西部の元城町字袋田(、l近に比定されている ことから［村山1990]、現市街地におおむね菫なってく

るものと考えられる。

この比角荘は、 「吾汲鏡」によれば文治 2 (1186)年当時穀倉院領であった［柏崎市史編さん委1987

(No.15文古）］。この別当は、中原家と消原家の家職化していたが、その別当であった中原師元が、保元

元年 (1156)に越後介であったことを勘案し、その立荘期を、為羽院政期と想定している［荻野1983]。比

角荘は、 「師守記』貞治3年 (1364) 6月18日条にも穀倉院領と記されていることから［柏崎市史編さん
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委1987(No.40文書）］、14世紀中菓までは穀倉院領であったことが確かめられ、中原家によって知行され

ていたことがわかる。また、観応元年 (1350)の「室町将軍家足利義詮御教書」に、「越後国比角庄袋条

地頭職者可為女子東御方分」との裁許が見られるように ［柏崎市史編さん委1987(No.33文書）］、 14世紀

中菓段階における比角荘の地頭職は、荘内にて分割されていた ［村山1990]。比角荘は、前記 r師守記J

の貞治3年 (1364)を最後に、史料の上では確認されなくなる。このことは、南北朝の動乱の最中、荘園

領主側の支配が衰滅し、地頭等の在地勢力の台頭が背景にあったことは間違いなさそうである。

佐橋荘については、その荘名から鯖石川との関わりが強いことが明らかで、鯖石川中流城と長鳥川流域

が荘域の巷本と考えられる。荘園の中枢は、柏崎市北条と南条、それに加納や善根などであるが、北鰭石

地区から石曾根などを含む南鯖石地区までの範囲を、大まかに想定することができる。

佐橋荘は、現在の地名等から類推すると、南北両条に大きく分かれていたと考えられる。「毛利元春自

箪事書案」に 「（前略）越後国佐橋庄南条七ヶ条土貢二千余貰、内五ヶ条、了禅譲庶子等畢、残庄屋カン

ナウニヶ条親父宝乗分也、土貢八百余貰（後略）」と記載されているとおり、南条はさらに七カ条に分か

れていたことが知られる。上記史料から判明する南条内各条の条名は、庄屋条とカンナウ条のニカ条であ

り、下川原遺跡が所在する柏崎市大字「加納」は、南条内にあった「カンナウ条」に比定することができる。

また、「カンナウ」はそもそも新開地を意味するが、荘園の中枢部と考えられる庄屋条とともに、南条毛

利氏の嫡流に譲られていることからすれば、その開発も古く、柏崎津へのルートとして、その重要性が加

味されていたものと考えられる。したがって、鵜川荘や柏崎津とを結ぶ交通路を考えれば、下川原遺跡が

所在する地点は、大きな意味を持ってくるのである。

さて、柏崎平野に所在した鵜川・ 比角•佐橋の各荘園について概略を述べてきたが、 これら三荘によっ

て、鵜川筋と鯖石川筋、そして長鳥川流域といった地域の大半を網羅することができる。しかし、鯖石川

最大の支流であり、古代北陸道が通る別山川流域についてはカバーするに至っていない。この別山川流域

については、中世後期において、原田保や赤田保など多くの保名が、わずかな史料に残されており、国術

領としての伝統が強く残存していた可能性が高い。その場合、正和2年(1313)の「源光広祁与状写」［柏崎

市史編さん委1987(No.29文書）］に記載されているとおり、中世前期では荘園が成立せず、「苅羽郷」と

称されるていた可能性を考えることができるだろう。

しかし、柏崎地域全体の中世史については、荘園や国徊領などの存在から、 支配関係等の地域的な展開

の一部を垣間見ることはできても、ほとんどは名称の羅列に過ぎず、具体的な実情や中世人の生活は不明

とせざるを得ない。当該地における中世史も、残された古文書や記録類などの史料が乏しいという現実が

あり、中世全般を叙述することは困難である。今後は、考古学的な遺跡調査により、資料を蓄積し、その

都度検討を深めながら、少しずつ明らかにしていかざるを得ないのである。

2) 加納地区と古代 ・中世の遺跡

中鯖石と加納地区 下川原遺跡が所在する加納地区は、鯖石川中流域を占める中鯖石地区のひとつであ

る 。 中鯖石地区は、 鯖石川右岸の普根地区と 、 左岸の加納・与板• 宮平のあわせて 4 地区で構成される 。

加納地区は、鯖石川中流域左岸の北部に位置し、 北側を安田地区と、また西側は鵜川との分水嶺を境に上

条・芋川地区と接する。中鯖石4地区は、加納と善根地区の面梢が大きく 、これら 2地区で全体の約2/

3余りを占め、丘陵部を多く抱き込むためか、小字の区画も大区画が多い。これに対し、与板と宮平の 2

地区は、両者を合わせても中鯖石内の 1/3弱の而粕に過ぎず、小字の区画もかなり細かいという特徴が
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ある。前者と後者の差異には、中世以降近世 ・近代における開発過程との関わりなど、何らかの歴史的経

緯が存在すると思われるが、詳細は不明である。

加納地区の地形は、南部と北部で大きく異なる。下川原辿跡が所在する北部は、前節で述べたように、

西側から丘陵一（中位段丘）一i中梢段丘一氾濫原一鯖石川河道と、それぞれの地形が階段状に形成され、

古代・中世における耕地は、主に打1I積段丘が開発されたと考えられる。これに対し南部は、沖積段丘の形

成は顕著でないが、比較的大きな沢が西側の丘陵へ入り込み、その両側に南谷と紫雲谷と呼ぶ支沢が形成

されるなど、比較的まとまった洲硝地を形成する。水田等の耕地は、主にこれら沢内の沖梢地が対象であ

り、南北における地形的特徴の差異は、耕地の開発区域でも相違するものとなっている。なお、この沢の

北側が紫雲谷と呼ばれるが、その背後には庶ヶ峰という標高146.9mの頂があり、中世から近世頃の樅域

であった可能性が指摘されている［品田1991]。

加納地区の繰落は、鯖石川右岸に形成された沖梢段丘而に営まれるが、まとまりとしては大きく 三分さ

れ、上流（南側）から上加納、中加納、下加納の各集落となっている。下川原追跡は、下流を占める下加

納梨落の北端に位置することになる。

加納地区の遺跡 加納地区における古代・中世の遺跡は、石仏•石塔を除くと、現在までに 7 ヵ所が周

知の追跡として登録されている。しかし、発掘調査がなされた追跡は、これまで皆無であり、下川原逍跡

が初めての事例となった。遺跡の種別は、城館跡 1、造物包蔵地 6、中世墓地と推定される遺跡 lとなっ

ている。逍物包蔵地とされる追跡については、おおむね梨落跡と考えられるが、発掘調査された下川原逍

跡を含め、住居跡等が確認された事例はない。追跡の立地は、城館跡と墓地遺跡が、丘陵や中位段丘にあ

り、その他はすべて沖積段丘上にある。追跡の時期は、古墳時代以前が未発見、 5追跡のすべてが中世と

され、平安時代の追物が確認された追跡は 2ヵ所に留まっている。

加納城跡（第 5図21)は、加納地区北部にあ って、分水嶺となる主脈を離れ、やや内1!lllの尾根突出部に

築かれている。標揺の麻い主脈に立地していなかった事由には、臨荘鵜川荘安田条と接することから、相

論を避けたのかも知れない。また、瑣墓逍跡と推定される―|‘.）J11納追跡 (29)は、標高約40mの中位段丘も

しくは鯖石川の河岸段丘と考えられる台地を立地とする。追跡の発見は、開墾のため取り崩した塚から、

完器の珠洲小形R種壷（第 4図）が出土 したことによる。時期的には珠洲第W期（古岡編年）、年代観と

しては、おおむね14世紀代と考えられる資料である。塚状のマウンドが墳丘硲とすれば、被葬者は、在

地に勢力を張る小領主的な武士階級であった可能性が高い。

ところで加納地区は、中世において、佐柏荘南条のカンノウ条と呼ばれていた地域に比定されている。

佐橋荘南条の地頭職は、文永 7年 (1270)に、安芸国吉田荘などとともに毛利

経光（寂仏）から毛利時親（了禅）に譲られた。また、 「毛利元呑自第事書案」

［柏崎市史編さん委編1987(No.44文魯）］によれば、佐橋荘南条は七カ条に分け

られており 、その内の五ヶ条が時親（了禅）の庶子数人に、また残りの庄屋条

とカンノウのニカ条が、孫の毛利親茂（宝乗）に分割相続され、その後に宝乗

の子である匡時と直広に譲られることとなった。 したがって、下加納追跡の塚

状逍構が、培丘築とすれば、これら領主層と関わりを持つ一族や郎党がその被

辞者であった可能性が高いことになる。ただ、追跡としての保存状態は、塚状

のマウンドが消され、劣悪な状況にあり、地域を理解する上で質重な歴史的賢

料が、未閥査のまま大半を失ってしまったことは態愧に耐えない。なお、開墾
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口 城館跡（中世）

●塚群（中世～近世）

...石仏•石塔（中世）

■埋蔵銭（中世）
‘””IrlI J ▼●‘ヽ IIv...2

第 5図 下川原遺跡周辺の遺跡
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追跡名称 種 別 時 代 迫跡名称 桶 別 時 代

］ 大新[n迎跡 B 追物包蔵地 屯町 16 追I.I」長者屈敷追跡 B 迫物包祓地 ,,,世

2 巾迎追跡 B 迎物包蔵地 平安～1t1世 17 (Uノi‘r追跡(A地点） B 追物包祓地 古Jdlifl～後期 ・平安 .,,,世

3 旗の浦追跡 B 追物包蔵地 I l I l lt 18 IUノir迫跡(B地点） B 追物包蔵地 古珀前～後関I・平安 ・1hll! 

4 今fi街紺(Uli党迫跡 B 迫物包蔵地 ,1,m 19 音無瀬追跡 A 集落跡 奈良 ・平安 ・中世

5 下川原遺務 B 遺物包蔵地 平安 ・中世 20 安Ill城跡 c 城館跡 中!It

6 山谷追跡 B 追物包蔵地 古代・,,,世 2 l ,JfI納城跡 C 城館跡 中世

7 li：古追跡 B 追物包蔵地 III llt 22 宮平城跡 c 城館跡 密IRf

8 山五おぱたけ追跡 B 迫物包蔵地 巾也 23 北条城跡 C )成館跡 巾11t

， J:/J11納追跡 B 迫物包蔵地 ,11世 24 北条館跡 c 城館跡 南北朝～室町

10 鴨1:l1追跡 B 追物包蔵地 室町 25 南条毛利館跡 c 城館跡 中世

II 欠灯II追跡 B 辿物包蔵J也 室町 26 小番城跡 c 城館跡 中lll

l2 谷内lII迫跡 B 迫物包蔵1也 平安• Il1世？ 27 善根冬城跡 c 城館跡 II1世

13 赤木追跡 B 追物包蔵地 平安 28 八石111城跡 c 城館跡 中世

14 秋里追跡 A 兆落跡 平安 .,1,世 29 下l』1納迫跡 D 塚群•項斜群 中世

15 馬場 ・天神1楼追跡 A 梨沿跡 巾!It（鎌府～戦1§I)

第 1表 下JII原遺跡周辺の遺跡地名一覧表

された畑部分に対し、逍物の表採などを目的に踏査したが、地山の赤土が鉗出している範囲が広く、他時

期の逍物などを採躾することはできなかった。

逍物包蔵地とされる 5遺跡は、昭和58年に実施された詳細追跡分布調査において発見されたたもので

ある。各遺跡は、北側から下川原遺跡（ 5）、山谷逍跡 (6)、住吉遺跡 (7）、山王おばたけ遺跡 (8)、

上加納迫跡 (9)であり、すべて沖梢段丘上にあって、水はけの良い縁辺部に占地する。今回関査された

下川原遺跡を除くと、他の 4遺跡は、若干の遺物が表面採梨されただけで、詳細は明らかでない。ただし、

採集された逍物を見ると、すべての追跡で珠洲が確認され、これらにともない中世土師器が採纂されてい

る。また、古代の須恵器・土師器は、下川原逍跡のほか山谷逍跡で採梨されている。この 2遺跡はともに、

下加納の北部に位置しており、現段階での想定では、カン ノウの開発は北部から始ま ったのかも知れない。

なお、加納地区の逍跡調杏は、今回の下川原逍跡がはじめてであり、地区全体の様相をまとめるには、

未だ資料が不足している。今後調査事例の蓄積を経ながら、地域的な動向を探ることとしたい。

馬場・天神腰遺跡 ところで、下川原遺跡を理解する上で重要と考えられる追跡が、鰭石川の対岸に存

在する馬場・天神腰逍跡である。この逍跡は、鎌倉時代前期から戦国期まで、おおむね中世全般にわたっ

て営まれた都市的性格を布する集藩跡である。集落の景観は、幹線道路と考えられる東西道路、そしてこ

れと直交する数本の南北道により、おおむね方眼状に土地区画整理がなされた言わば計画された町並みを

形成する。また、鯖石川に近い西側部分の幹線道路には、迎構がほとんど存在しない巾5mほどの区域が

存在しており、市が立てられた可能性をもつ。この幹線逍路は、鯖石川の段丘崖で途切れるが、その延長

線上に位留する追跡が下川原遺跡である。両辿跡の中間を流れる鯖石川の渡河は、かつてここにあった渡

し場でなされたと考えられるのである。下川原追跡と都市的な馬場 ・天神）J要逍跡との関係、かつての渡し

場の存在は、物流等交通のルートヒに両追跡があり、下川原遺跡の場合、対岸の渡河地点に相当した可能

性が高いのである。下川原遺跡の調査では、この課厖について検討する目的ももっていたのである。
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m 遺跡と遺構

1 遺跡概観と調査区

1) 下川原遺跡概観

下川原追跡は、新潟県柏崎市大字加納字下川原および字為戸に所在する迎跡である。本追跡の名称が

「下／1|原追跡」とされた由来は、昭和58年に実施された県教委主催の詳細分布調査で発見された際、下川

原地紐において、土師器や須恵器が表面採媒されたことによる。採媒地点は、主に沖梢段丘の北辺の緩斜

面であり、 当時の所見では、逍跡範囲に沖梢段丘の先端部が含まれておらず、返って西側の水田部への広

がりが想定されていた。このため、発掘調査の直接的原因となった市道22-50号線の法線は、図面上にお

いて逍跡の中央部を横断するものとなったのである。

しかし、遺跡中央部と想定された範囲は、小さな沢状地形を呈 しており、集落が営まれる立地としては、

むしろ半島状に突き出る沖梢段丘而にある可能性が高い。また平成4年に実施した確認調査では、確かに

北側緩斜面にて溝状の落込み、そして古代等の逍物が出土したが、住居や建物跡などに伴う逍柚は皆無で

あり、菓落の居住域である可能性はほとんどないものと判断された［柏崎市教委1993]。この判断は、本発

掘調査の結果とも整合し、肖定されるものであることから、古代・中世の逍跡本体は、河岸段丘平坦部で

ある可能性が高いと考えられる。ただし、追跡範囲については、鯖石川の氾濫原に突出する沖租段丘全体

と予測しているが、範囲確認聞査を行っていないため、正確なところは明らかでなく、台地中央の状況を

含め、本追跡の実態は、追跡の範囲を含め今後に託さざるを得ない。

逍跡が立地する付近の微地形は、北西側に上面を削平し宅地化された丘陵の尾根が延びているが、遺跡

はその南東側において、半島状を呈する沖粕段丘」：：に立地する。両者の中間には、 小規模であるが沢が形

成されている。新設される市道22-50号線は、国道252号を起点とし、北へ弧を描きながら鯖石川を越

える。道路法線となる発掘調査区域は、丘陵尾根部の南但llをかすめるように通過し、緩やかな沢状地形を

横断、沖梢段丘の北辺から崖部をカットしながら鯖石川氾濫原へと抜ける。また、調査区中央には、 3Ian 

ほど上流の鯖石川から取水され、安田 ・田尻地区の水田を潤す用水路が北流し、調査区を東西に分断する。

下川原遺跡は、追跡主要部が平坦な台地部分であり、概して水はけがよい地形を選んでいるところから、

辿跡の性格としては躾落跡である可能性が最も悩いと、今現在の段階では判断している。ただし、辿跡本

体と想定される台地中央部等については、詳細が不明であり 、この点は将来における解明に期待せざるを

得ない。遺跡が形成されていた時代については、出土した逍物から判断する限り、古代後期（平安時代）、

中世後期（室町時代）、近世後期（江戸時代後期）から近代（明治時代以降）である。

発掘調査を実施した区域については、古代後期、中世後期とも居住域としての利用はほとんどなされて

おらず、確認された追構も溝跡と道路跡と考えられる追枯であることから、梨落域の縁辺に相当していた

ものとみられる。また、対岸の馬場 ・天神腺追跡の存在と、かつては渡し場があったという伝承とあわせ、

当該地は鯖石川の渡河など地域間の通行では重要なポイントであ ったものと考え られる。近世後期以降近

代については、井戸の存在から居住域であったと考えられるが、部分的にはかなり盛土されていた可能性

が揺い。この盛土の土砂については、調査区中央を北流する用水路の掘削土が充てられたと考えられる。
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2) 調査区とグリッドの設定

新設市道として建設される市道22-50号線は、西但llを通る国道252号の東側路肩付近を起点とし、東

側へと延長される。本発掘調査対象となる範囲は、 Nolセンタ ー杭付近からNo8センター杭付近までの延

長140mである。発掘調査区域は、上述のように東西に長いことから、中央を分断する用水路を坂とし、

東側をA地区、西側をB地区とし、用水路の東側で、道路に挟まれた範囲をA9地区とした。

グリッドの設定にあたっては、任意座標とすることとし、その基準を道路法線とした。しかし、調査対

象区域内の大半が弧を描 くことから、 今回の調査で主体をなす東側において、直線となる法線を碁準とす

ることとした。具体的には、閥査区の北側に設定された IP. 1からセンタ ー杭のNn8以降の庫庸線を基準

に10m方Il艮のグリッドを設定 し、これを大グリッドとする。大グリッドの基準は、北西隅部の交点とし、

これをグリッド番号とする。大グ リッドの配列は、南北にA・B ・ C ···• のアルフ ァ ベ ッ ト大文字で、 東

西を 1・ 2 ・ 3 ・ ・ · • の箆用数字で表示することとする 。 ちなみにNQ8杭については、 C-23グリッドの

基準杭である（図版2)。また、便宜的な地区区分とした各地区のグリッド範囲は、A地区がB-D-15

~22グリッド、 A9地区はおおむねD-14グリッド、 B地区はD~G-10~ 13グリッドである。

小グ リッドについては、一辺10mの大グリッドを2m四方で25分割したものとする。その配置は、北

西隅を①として東へ②、③、④とし、北東部隅が⑤となる。また西辺は、北から①、⑥、⑪、⑮、⑳とな

り、南東隅が⑮である。

3) 層序

発掘調査を実施した区域は、東西に 140mと長く、閥査直前までの土地利用も、 B地区では水田、 AI

地区から A地区西部は宅地で、A1地区は用水路に隣接し、A地区東部は畑地であった。このためか、後

世の撹乱や客土などで、それぞれの陪序は大きく異なる。また、本来の自然堆梢陪も残りが悪く、プライ

マリーな堆梢状況を概観する良好な地点はほとんど存在しなかった。

本迫跡における基本陪序のデータとしては、 A地区（区1版13)とA'地区（図版16下段）の二つがあ

る。このうちA地区の第 I層と第Il層は、第 I階が耕作土で、第 Il層も耕作土もしくは客土等畑などの耕

作に関わるものである可能性が高い。このため、本来の1羽序を理解することができないため、 A1地区で

これを補い、逍跡全体の陪序を慨観したい。A1地区東壁の土陪斯面では、大きく 6尼に分屈した。これ

らの上而は、集落道路盤の盛土層がおおう。第I層は、旧表土層であるが、地山礫を多く含むなど、客土

もしくは器土靡である可能性が高く、場合によっては用水路の浚渫土の可能性もある。第1I陪は、暗褐色

土等で暗色が強いことから、水田もしくは畑の耕作土であった可能性が高く 、A地区SD-1溝上暦をお

おう耕作土（第Il層）と近似する。第m陪は、 地山土を多く含むことから、用水路の掘削土である可能性が

高い。黒褐色粘土層となる第N層が造物包含層に相当するものと考えられる。ただし、第V層とした灰色

粘土階の上面もしくは7‘•OOから土師器小片が出土 しており 、 第N序が本来的な旧表土であり 、 第V層が発

達 していない包含層の類である可能性を否定できない。第VI踏については、緑灰色砂質粘土陪であること

から、基本的には本熟が地山序とすることができる。しかし、 B地区北側やA地区東部では、かなり硬い

黄灰色粘土層が検出されており 、階圧も数m以上に及ぶことから、これらが本来的な更新世の地山陪で、

A'地区は、小規模な沢の堆積物で、更新世の地山層には達していないと判断することができる。この点

は、下川原追跡の立地について再考を促すが、今後の課題としたい。
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2 調査の経過

下川原辿跡の発掘調査は、平成 7年 5月19日から着手、同年 7月5日まで実施し、撤収を含む現場作

業のすべてを終了した。発掘調査現場作業は、おおよそ延べ31日側、延べ人員は、調査員 ・補助員139人

（概数）、作業員 182.5人、合計321.5人（概数）となった。

調査区域は、幅約14m前後の道路敷きであり、周囲には水田や畑、そして民家があるなど、大倣とな

る廃土の仮置きができない状況にあった。このため、重機による掘削残土等は、すべて搬出することとし

た。また、作業の安全を考慇し、作業員の甜入以前に、ある程度表土剥ぎを行う必要があった。平成7年

(1995)年 5月19日、発掘調査に伴う表土剥ぎを実施するための準備として、搬出用の仮設道路の設定お

よび鉄板を敷並べる作業を開始した。22日、天候が生僧の雨となったが、確認調査で追構 ・追物が検出さ

れなかった台地部の高台について、手作業による発掘残土の捨て場とするため、掘削することとし、搬出

路のセッテングとともに、本日は19~23グリッドラインまでの掘削作業を重機にて行った。

5月23日は、 23グリッドラ インから西にむかって表土剥ぎを行う。おおむね18ラインまで、約50mほ

ど進む。調査区北辺には、道路跡と想定できそうな溝状の落込みが検出された。C-19グリッド付近に

は、平成4年に実施した確認調査段階で、南北に走る溝跡を検出していることから、場合によってはこれ

と直角に交わる堀的な施設の可能性も生じてきた。

5月24日、本日から、柏崎市シルバー人材センターから派遣を受けた会員が参加する。まず、作業初

日と言うこともあって、社会教育課長の挨拶など、若干の出発式を行い、休憩施設の設営や、人力掘削土

の搬出路の設定などの諸準備を行う。その後、直ちに謂査区壁の整形や、ジョレンがけ、および追構確認

作業といった本格的な調査の作業に入った。追構確認作業は、 19~22グリッ ドまで進んだ。なお、重機

による表土剥ぎは、 16グリッド半ばから 18グリッドまで、おおよそ20mほど進んだ。この作業はしばら

く続けることとなったが、25日は、表土剥ぎを 15~16グリッドまで、遺構確認は、17~18グリッドまで

行った。A地区は、15グリッド西側付近で民家の往来用通路を確保する必要が生じたため、通路部分を表

土剥ぎ対象から除外し、これを挟んだ西側から水路までをA'地区とし、A地区から分離した。

5月26日は、作業開始直前の朝に激しい降雨があり 、表土の除去区域がぬかるみとなったため、辿樅確

認は断念し、急きょ、これまで確認されていた溝跡のトレンチ発掘を行った。まず、 A地区東側の北辺に

検出されていた東西溝については、当初道路跡とも想定していたものであるが、これを一応SD-2溝と

し、その西側で直交する南北溝をSD_1溝とした。SD-1については、南辺の調査区壁に沿った一部分

を発掘したが、須恵器・土師器片が 5片ほど出土し、SD-2でも篠群とともに、須恵器片が確認された。

表土剥ぎについては、 A' 地区とした14~15グリッド付近の範囲を終了し、重機の足場としたA地区西

恨11の通路部分の整形を（董かに残すまでとなった。

調査の開始から 7日目となる 5月29日は、B地区の表土剥ぎに着手、酸化した遣梢検出面は、東側か

らおおむね10mほどまでで、それ以西は青灰色粘土層となり 、逍構の存在はほとんど難しい愉況を呈して

いる。A地区における遺構確認は、A地区西半部まで終了し、その後A' 地区の壁整形を行う。A地区西

半部については、東半部と異なって、追構確認面とした表土掘削面まで、転地返しのような悦乱を受けて

おり、遺物包含層や本来の地1JIレベルを確認することができなかった。

5月30日は、タベから朝まで降雨があり 、B地区では追構確認を断念し、表土除去作業を行う。本13
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は、おおむね13~12グリ ッドまでを行った。北辺の丘陵裾部については、地山彫が小段状に裔くなり、

その部分に道路が乗るが、沖梢地部分では、全面青灰色粘土で湿地状を呈していた。追構確認作業は主に

A' 地区で行い、東壁においては土層観察のため精査した。逍構については結局確認することができず、

屈序の確認が主体となったが、逍物包含陪と目されるII音色粘土陪は、薄い閻陪を挟む 2枚が確認でき、こ

の段階では一応上層と下屠に区分することとした。追構の発掘については、 A地区東部におけるSD-1と

SD-2の二つの溝を調査した。追物は、両者から土師器と須恵器が少品づつ出土したが、両者の接点に

ついてはまだ不明である。31日は、タベから朝にかけて雷雨が激しく、 B地区の表土除去区域はプー）レ状

態となって、午前中は排水作業のみとなった。表土剥ぎについては、 B地区の西側で実施、あと 1日分ほ

どを残すまでとなった。逍構の発掘は、本日もSD-1 ・ 2を継綺した。A'地区については、追構が検

出されなかったことから一応完掘とし、土層浙面の写真撮影まで行った。

6月1日、本日はよく晴れ上がったため、雨が降るとすぐにぬかるむB地区を全員で調査することとし、

A地区の調査は中断した。これまで、閥査初日から継続してきた表土剥ぎ作業は、 B地区の最西端部まで

掘削を終了、重機等は本日午後にすべて撤収した。追梢確認は、逍構確認而が酸化感を呈する D~E-13

グリッドを中心に実施、 10個ほどの小さな落ち込みを検出した。しかし、いずれも深度が5cmほどと浅

く、溝状の落ち込みも単なる窪み程度であり、追構の範蟷ではないものと受け止められた。ただし、追物

としては、土師器・須恵器が出土しており、追跡の痕跡は留めている。また、本日は丘陵裾部をめぐって

存在した道路部分について調査を行った。上面からの確認は、砂利敷きのため困難であったことから、直

交するように l、レンチを4本設定し、発掘作業を開始した。この作業は 2日も継続し、 A地区は中断した。

5日は、 土日の二日閾と今朝までの雨で、調査区全体のぬかるみがひどかったため、午後の前半まではB

地区のSR-10道路跡関係の調査を実施し、午後の後半から A地区のSD-1 ・ 2の調査を再開した。

SR-10については、側溝と思われる黒色粘土を骰土とする溝の落ち込みを確認したが、古代・中世面を

切るもので、最上層では近代の陶磁器が出土するなど概して新しいものと判断された。 6日は、 B地区の

SR-10の調査、 A地区ではSD-2溝の発掘を進める。SR-10では、第 1I、レンチと第3I、レンチの土

層について写真撮影が終了した。また、 SD-2溝の 3区からは、高台付きの土師器碗破片が出土した。

7日は、昨日（士上げができなかった第 2I、レンチの精査を行うとともに、 B地区全体の清掃作業にも沿手

した。これらの作業は午前中に終了したことから、昼の前後に全体写真を撮影するなどし、B地区の発掘

作業を終了させた。A地区では、 SD-2溝の調査を行い、 SD-1に近い区域を 4区として発掘作業を進

めていたが、結局当該区はSD-l溝の範囲である ことが判明、ラベル等については 「SD-2. 4区」と

したものを「SD-1. 3区」に改めることとした。この結果、 SD-lとSD-2は分離されることとなっ

た。

6月8日、本日は、 SD-1溝のみの調査となった。本溝跡は、中段に広いテラスが存在し、中心部が

深い溝となっていた。発掘は中段の検出まで進んだが、最深部の発掘はこれからとなった。 9日の発掘作

業はやはり SD-1溝に集中した。しかし、北側となる溝の下流部については、底面が深く、状況が不明

のままであったことから、サプトレンチを設定し、これを確認することとした。この間、 B地区では、

SR-10道路跡のセクション図の作成を行ったが、このSR-10については、路盤陪と想定した砂利陪が、

段丘礫附の崩落・再堆梢度と断定し、道路の可能性は低いものと判断した。また、 A' 地区東壁のセクシ

ョンl翌1の作成を途中まで行った。

6月12日、 13日とSD-1溝の発掘作業を継続したが、 13日は雨が時々降るため、足場が滑り始め、危
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険と判断、午後は中止し、 SD-2C断而のセクション圏の作成、およびA'地区東壁セクション図の土

陪注記等を行った。14日は、午後 2時ころから激しい雨となり、以降は中止したが、 SD-1溝の 2・ 3 

区の発掘およびSD-2溝 2区の陳群について粕査を行った。15日は、雨の影態で発掘できる個所が限定

されたため、 SD-1.3区の発掘を行ったのみで、午後からはB地区西半部の平面図を作成した。16日は

雨で全休、 17日の土ll1i1日は、午前中排水作業を行った。

6月19日、 SD-1渦の調査は、 A・B・Cの各土陪断而の整形を行い、土陪観察後写襄撮影を行った。

しかし、厚い雨雲が低く上空を覆って暗いことから、再度の撮影が必要とされた。なお、この土層断而の

観察からすれば、 1 ・ 2区下屈の追物は、3区下陥のそれより下層位となる可能性が生じた。この日は、

写真撮影には不向きであったが、 SD-2溝階段部C断面についても 、一応撮影を試みた。20日は、タベ

から今朝までにかなり強い雨が降り、調査区内は完全なぬかるみ状態となった。このため、ほとんど作業

ができないまま作業員は午前中で中止とし、 B地区と A'地区の完掘平而図の作成などを行った。21日も、

午前中まで雨が降り続いたことから 、作業員は休みとし、調韮員のみにて追構のレベリングやSD-1・ 

2溝の断面図の作成作業等を行った。

6月22日、 3日ぶりの作業再開である。作業員が休みの間、土層断面の図化や土）屈注記等の記録を終

えていたことから、 SD-2溝を中心にセクションベル トの発掘作業を行った。このベルト除去作業によ

り、 SD-2は全体を見通すことが可能となった。23日は、 SD-2溝で石敷き階段状部分の検出作業を行

いこれをほぼ終了、またSD-l溝ではB断面の土陪註記後これを発掘した。これらの作業により、 A地

区東部は、 SD-2溝の石敷き部分を残し完掘となり 、これら 2条の溝周辺の掃除を行った。

これに対し、 A地区西部では、井戸等と見られる遺椛3基が検出されていたが、本日これらの辿構群

(SE-5 ・ 6 ・ 7)を発掘した。埋士の半戟については、軟弱な粘土層で崩落の危険が高かったことから

これを断念した。SE-7は、非常にドプ臭く、上層位で肥前陶磁の土瓶蓋や豆電球と思われるガラス製

品および広東碗の底部破片などが出土した。中思位では、板材が出土し、これを写真に収めたが、中庖位

下部からはさらに曲物の底板などが検出され、これらについては27日に写奥撮影を行った。SE-6から

は、井戸の上位に桶状にはめ込まれた板材が検出され、中／翌位から 1:II」物の底板などの板材も出土し、これ

らには近世～近代の所産と考えられる陶器の揺鉢破片が伴っていた。SE-5からの出土追物は、小さな

木片以外ほとんどないが、埋土はやや安定しており、状況的には最も古くなるかもしれない。 しかし、

SE-7から出土した豆電球の存在からすれば、近代を大きく遡る可能性は低い。土日を挟み、月ll屈日も

雨で作業を中止し、作業の再開は27日となった。先日の井戸群の調査は、固囲のぬかるみがひどいこと

から、コンパネを敷き詰めて完掘作業を行った。また、これらと並行してSD-2溝の石敷き部分の実測

作業を行う 。

6月28日、 SD-2溝の石敷き部の記録作業と並行して、 A地区全体の消掃に着手。昼前後に全体の完

掘写哀を撮影し、午後からは撤収作業に入る。これらの作業により、発掘作業の主体をすべて終える こと

になり、作業員の派遣は本日までとして、解散式をIll各式で行った。作業として残されたSD-2溝の石敷

き部分の調査等と、全体の測緻図については、 29日も継続し、前者は30日までに終了した。全体汎ll品は、

沿材の撤収作業と並行して進めることとしたが、梅雨時期ということもあって、作業は思うように捗らず、

結局週明けとなる 7月4日から風雨のI卜を強行して作業を再開し、 5日において、レベリングを含む記録

作業のすべてを、漸く終了させることができた。この日、器材等を完全に撤収し、発掘閤杏の現場作業の

完了とした。
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3 遺構の分布と調査区の概要

下川原逍跡から検出された逍樅は、溝跡と道路跡が主休で、その他に近代以降と考えられる井戸跡が若

干検出された。 しかし、住居跡や建物跡などの椛造物に関連した逍梢は検出されなかった。本節では、地

区毎に逍構の分布状況とその概略をまとめておきたい。

A地区 調査区の地形的状況について略述すると、 A地区東部は段丘崖を含む台地縁辺に相当し、追構

確認面となる地山も、斜而から崖を形成し、かなり硬い黄褐色土であった。この地山陪は、下川原迫跡本

体が乗る台地を形成するが、この台地については、これまで鯖石川が形成した沖積段丘との評価が与えら

れていた。 しかし、この地山の性質は、一般的な粘土陪でないことは明らかであり、単純に沖梢段丘と言

い切れない状況がある。この検討と判断については今後に委ねたいが、可能性としてはB地区北部に残存

する丘陵尾根部の延長である可能性が考えられる。この東半部に対しA地区の西半部は、 B地区北辺の台

地縁辺に至るまで、粘性の強い粘土附が堆梢し、特に青灰色粘土附等の遠元化された粘土陪が分布してお

り、沢など湿地状の環境にあったことが確認された。

訓査区東部の主要追構は、 SD-1とSD-2とした溝跡 1条と道路の可能性を持つ湖状の逍樅である。

SD-1溝は、 B~C-19~20グリッドにおいて、南側から北側へ調査区を横断するように検出された。

訊！査区南辺は、段丘まで達しておらず、延長は不明である。北側の下流部は、扇形に広がり、又は東側へ

やや屈曲するプランで検出され、そのまま調査区外へ至る。隣接する SD-2との関連は、明らかでない。

SD-2溝（道路跡）は、確認調査段階で道路跡として捉えた追梢であるが、形態的には溝状を呈するこ

とから、便宜的に溝として扱っている。SD-2溝（道路跡）の南側のC-20~22グリッドは、段丘上部

の高台に相当し、 SD-2はその北辺の斜面下に位置し、 B-19グリッド東部から東側へ延びる。当該

溝，道跡については、鯖石川左岸から、氾濫原や本流を越え、右岸に渡る渡河地点への通路として、道路

跡の可能性を考慮し、特に酉端部付近における石敷き状の個所は（団版15)、階段などの可能性を考えて

いた。前回の確認濶査では、 トレンチの土層断而で、逍路面や整地陪ではないかとされる砂利層等が 2枚

ほど確認されていたが、今回の調査では、而的な延長を確認することができなかった。

A地区西部では、井戸跡が 3甚近接した位岡で確認された。当該地点は、旧宅地部分で原く盛土がなさ

れていた。このため、これら盛土層については、発掘聞査初期の段階で除去したが、井戸群はこの下層面

で検出されたものである。時期的には、電球の破片が出土していることから、近代以降の所産であり、 旧

宅地との関連が深いと判断されるものである。

A'地区 辿物は若干検出されたが、逍構は皆無であった。

B地区 当該地区は、平成 6年度の確認調森において、古代の遺物が若干出土したこと、および丘陵裾

沿いの現J澁道下から道路跡と考えられる砂利陪が検出され、時期の判定ができなかったことから、改めて

本発掘閤森したものである。調資の結果、現農逍下には道路跡と考えられる砂利尼が検出されたが、時期l

的には近代以降と考え られること、また古代の追物が出土した範囲は、濯地性の環境下にあ って、逍構確

認面が青灰色粘土！図であったことから、謂杏についてはこれらの確認のみ実施し、終了とした。

追梢としては、道路跡などのほかに、 D~E-14グリッドにおいて、 10甚ほどの小穴や溝状の落ち込

みが検出されている。 しかし、何れも不整形で浅く、造物のI-1-11ートもなく時期不詳であることなどから、人

為的な追梢としての証1ーでは得られず、自然的な悦乱附と判断した。
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第6図 A地区遺構群と周辺の地形
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4 遺構各説

1) 溝跡 ・道路跡

本項では、便宜的に洲とした道路状の追構を含むため、溝跡と道路跡を一括して報告する。該当する追

構は、 A地区のSD-1溝跡とSD-2溝・道跡、そしてB地区のSR-10道路跡の 3本である。

なお、完掘状況で判断された辿梢等が付随している場合は、あわせて説明を加えたい。

a. SD-1溝跡 （図版12~ 13) 

確認された位誼は、 A地区東部のB~C-18~19グリッドで、おおむね19ラインに沿って検出された。

毅土の発掘に際しては、 B断面を境に南側をSD-1.1区、北側については、西側半分を 2区とし、東側

半分を 3区とした。後者の東側部分である 3区については、当初SD-1とSD_2が連続しているものと

判断して、調査区を設置した関係から、調査開始初期においてはSD-2. 4区としていた部分である。し

かし、調董が進捗するにつれ、両溝跡が連続しないことが判明し、かつSD-2. 4区がSD-1の一部で

あることが確認されたことから 、SD-1. 3区と改めたものである。

溝の性格については、輻が一定せず、底而が不規則であることなどから、様相が不明確であるが、水路

の一種であったと考えられる。しかし、プランや断面の形状からすれば、人為的な部分が少なく 、たとえ

当初人為的に掘削されたとしても、その後は自然に水が流れるままに任せられた自然流路に近い存在の可

能性が強い。位留的には、段丘崖線に沿っているが、調査区内については、崖線斜而下端から幅 5m以上

のやや平坦な空閑地を隔てている。しかし、南側流路の延長は、段丘崖線に向かうため、その延長につい

ては、段丘上へ掘り込むように続くのか、あるいは段丘脱線に沿って西側へ逸れていくのかは、調査区外

のため明確にできなかった。下流へ向かう主軸は、南南東から北北西を指向するが、北西部については、

不定形な土坑状を呈 して深度を深くすることから別逍梢等の可能性が高い。当該部分については、土層断

面からすれば風倶木等の可能性が強いことから 、C-19グリッド杭付近において、北東へ流路を変更し

ているものと判断したい。

溝の規模は、南北で幅が大きく異なり 、南側調査区壁で幅約2.2m、北側調査区壁ではおよそ 11mにも

およぶ。ただし、前述したように、 北西部の深くなる部分を風倒木痕として除外すれば、おおむね6mと

なる。断面の形状は、南辺側が2段をなし、東側がテラスを形成する (A断面 ：図版13)。中央部分では、

中央を深くし、両サイドはややゆる＜中央へ傾斜するテラスを持っている。土席断而の観察では、深い部

分の毅士を切って上位の毅土が堆梢していることから、新古二つの溝が重複したものと理解できる。ここ

では、新旧各溝の名称として、新段階をSD-1a溝、古段階をSD-1b溝とする。土陪l析面でみた荊序

で区分した場合、 SD-l a溝はA断而の 1~4彫、 B断而の 1~4野であり、 SD-1b溝の場合は、 A

浙面の 5~7陪、B断而の 5~6陪である。C浙面についてはやや複雑であるが、 SD-l a溝は、 4~

7 I格が、またSD-1b溝については、 14・ 16 ~ 17／将が該当する。11~ 13 ・ 15陪については、新古各溝

の中間陪で、間培をなすものとみられるが、詳細は不明である。また、 18~21罰は土坑状の落ち込みを

呈するSK-1c士坑、 北西部に相当する a~c層が風倒木 (SX-1 d) と判断されるものである。

SD-1 a溝 溝の規模については、地山面を削り過ぎ、平面図の上では、西側の一部が欠けているが、

閥杏区南端の土｝脅断而では、 2.9m幅を測る。中央部のB断而で約5.3m、ここから北東へ流路を変えるが、

北部ではおおむね6m輻となり、 上流に比して、流路11扁は一定する方向性が看取される。
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滞の断面形は、底面がおおむね平らで、輻が大きい形状を呈する。深度は、南端部の断而で、地山頂部

から約70cm（標高18.6m)、B断面では西側地山而から65cm（標高18.12m)ほどの深さとなる。C断而で

は、東1!!11地山頂部からの深度が20cmと浅いが、標高では17.7mであり、比較的領斜のある水路であるこ

とが理解される。覆土の状況は、灰色粘土感を主体とするが、 A断面付近で小砂利を多く含むSD-1b溝

の第6屈を扶り込むことから、下層部に小砂利が多く含まれるようになり、 B断面の最下陪では、小砂利

阿が形成される。なお、上流部では、還元化されて灰色を呈するが、下流部では酸化の度合いが強くなり、

灰褐色粘土階に変化する。

SD-1 b溝 SD-1溝中央を流れる水路跡。SD-1a溝底面での幅は、上流南端で約60cm、B断面

付近で70cm程度、下流北端部ではおおむね110cmほどとなり、概して一定した水路幅で推移する。流路

の主！I冊については、基本的にSD-1a溝と同じで、 C-19グリッド杭付近で緩やかに北東方向に1:t1.Iがる。

深度については、 SD-1a溝下面より、 20cmほどの深度で一定している。断面の形状は、上流南端でV

字型、以下下流の底面はおおむね平坦であるが、部分的に深くなるところが認められる。これらの部分に

ついては、水流が概して早く 、底而を扶ったことにより生じたものと理解される。

SK-1 c土坑 本土坑の主体となる部分は、平面形がおおむね長方形を呈するもので、長軸134cm、

短辺80cmの規模を測る。深度は、 SD-1b溝底面から約40cmである。当該土坑については、発掘した

結果判明したもので、性格等は明らかでない。また、隣接する範囲には、いくつかの落ち込みが形状とし

て観察されるが、これらとの関連も不明である。裂土については、18~19陪が該当する。灰色粘土を主

体としつつ、間陪として橙灰色粘土麿の地山土を多く含む層が堆積するが、全体に地山土のプロックを多

く含むもので構成されていた。I脅序の関係からすると、間府を挟むSD-1a溝より古いが、 SD-1b溝

との関係は、おおむね共存もしくはその前後と見られる。

SX-1 d風倒木痕 おおむね円形状のプランを呈するが、過半が調査区外にある。当該落ち込みの上

層を骰う 9~ 10層については、地山土を多く 含むこと、および陪序の関連から風例木と一連のものであ

る可能性がある。このため、新旧関係については、表土である I・ II層の直下で、最新のものである可能

性が高い。なお、 SD-1c土坑でも述べたが、周辺に分布するいくつかの落ち込みは、 SX-1d風倒木

痕と関連する可能性も否定できない。

SD-1溝跡の時期 出土した逍物は、古代後）月から中世の須恵器・土師器 ・珠洲等で、 主体は須恵器

の破片であった。各地区から出土したそれぞれの層位を見ると、須恵器は1項りを中心に、中感や上阿から

も出土している。しかし、僅かながら出土している珠洲についても、 1区下｝習（図版18-28)、3区下陪

（圏版18-29)があり、少なくともSD-l a溝は中世以降、またSD-1b溝跡も古代の可能性を残すが、

碁本的には中世以降の所座である可能性が高い。各溝の時期的な下限については、最新資料が珠洲1である

ことから、この年代を甚軸に考えざるを得ない。出土した珠洲は盤の胴部破片であり、詳細な時期判定が

難しいが、焼成が比較的良好なこと、外面のタタキ目が慨して細く細かいことなどから、珠洲第ill~lV期

（吉岡編年）を一応の目安としておきたい。実年代としては、 13世紀後半から 14世紀頃となる。したがっ

て、本溝跡については、下限は不明ながら、鎌倉後期から南北朝時代頃以降の所産と、とりあえず想定し

ておきたい。

b. SD-2溝・道跡（図版14~ 15) 

SD-2溝 ・道跡は、 A地区束半部を占める段丘部の北側斜而下、 B-19~21グリッドに位悩する。当

該溝 ・道跡とは、平成4年疫実施の確認調査で、 l、レンチ断而に観察された小砂利1杓笥の存在から、道路
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1黒褐色土（表土・耕作土）
2，明褐色士
3，暗褐色土（炭化物含み、畑の攪乱か〉
4，茶褐色土

'19.00m 

18.00m 

17.00m 

※1~4層はしまりがなく、やわらかい。

［柏崎市教委1993]から転戟（標高について修正）

゜

昌古道路砂利敷

にコ道路盤整地層

19.00m 

18.00m 
5．明褐色土（旧表土） ―-
6.明褐色土
7.褐色土（全体にしまりがなく、ポ‘ノポ‘ノ）
8.褐色士（地山砂礫を多く含む）
9.13月褐色土（灰色粘土が若干混入）
10．明褐色土（灰色粘土を多く含む）
11．褐色土（黄橙色の地山砂礫を多く含み、

固くしまる）

12a．青灰褐色砂質土（酸化した青灰色粘土が多く含まれる）
12b．茶褐色土（青灰色粘土、橙色砂礫を含む） 16．褐色土
13．膏灰褐色粘土（粘土層）
14．音灰褐色砂礫粘士（砂利を多量に含む）
15．朗褐色土（粘性しまりあり。細かい青灰色粘土粒力ゞ

含まれる）

゜

17．暗黄褐色土
18．褐色土
19．黒色土
20.明褐色土

3m 

第 7固 SD-2溝確認調査土阿断面図

跡の可能性が指摘された追構である（第 7図） ［柏崎市教委1993]。この道路跡の想定とは、鯖石川の渡河

に際し、渡し場へ至る通路であり、鯖石川両岸を結ぶ交通路の存在である。今回の調杏では、この点を確

認することが、ひとつのポイントであったが、都市的性格を有することが明らかにされた馬場天神JI要追跡

の発見が契機となっている。

しかし、面的な発掘を実施した今回の調査では、路盤阿とされた小砂利陪について、而的な形で具体的

に検出することができなかった。この点は、調査区の南側が台地斜面の崖部分に接し、北側も調査区境界

に近接するなど、斜面にあって調査区が狭くなっていたことから、璽機による無理な表土除去によって、

東側の路面を一部掘りすぎてしまっていたことなどが掲げられる。ここでは、このような調査段階におけ

る問閣もあるが、当該道路跡について、検出状況等をまとめておきたい。

SD-2溝 ・道跡の底面を観察すると、平面図でも表現されているように階段状を呈しており 、西端部

で 1~ 2段、中央部で3~ 4段、また中央部の最下段が東側へ延びていることが認められる。階段状とな

った要因としては、 SD-2東端部に、蛇行して不整形となった細い溝状の落込みがあるように、溝状を

呈した道路面が、雨水等の流水によって浸食を受け、これらの補修や改修に伴い形成された可能性が高い

のではないだろうか。

堆粕土の状況については、今回の潤査で3本（図版14)、前回の確認調査の断面 2本（第 7図）を掲載した。

まず、各断面の位置について概観すれば、今回調査分であるA断面と B断而は、同じセクシ ョンベル トの

表襄面に相当する。しかし、平面図でもうかがえるように、階段状を呈し最も複雑な部分であったため、

50cm 111面でもその｝翌序は大きく異なっていた。また、 C断而は、確認調査段階のA-4トレンチにおおむ

ね相当する位罹にあり、確認調査のA-5トレンチ断面は、A・B断面と C断面(A-4 I、レンチ）のほぼ

中間に位協する。

堆梢土の状況について、東側から概観したい。まず最も東側に位箇する断面が、 C断面と A-4トレン

チの土陪断面である。後者は、表層から図化されているが、前者は後者の下部を図化したものとなるが、

道路而とされる層序そのものは、C断而には残されていなかった。A-4 1、レンチの土陪断面で観察され

る道路状の堆梢阿は、標高18.0m弱付近とその下の 17.5m付近にある。上層が道路I (SD-2 a道路跡）、
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下帰を道路 [f (SD-2 b道路跡）と仮称する。

逍路 Iの路面を構成する土砂は、A -4 1、レンチ束壁第 9・ 10陪であり 、灰色粘土が含まれることを

特徴とする。また、これらの下部をなす第12a I墨には、酸化 した青灰色粘土が多 く含まれており、これ

らが湿地性の強い還元化された沖積｝蜀から採取され、路而用として盛土された可能性が高いことを示して

いる。これらの上面を閲う土砂は、道路の使用が途絶えた後、上方からの流出土が第 6陪であり、旧表土

陪となる第 5層が堆梢した段階で、しばらく放置されていたものとみられる。その後、人為的か自然的な

堆梢かは明確でないが、しまりがない柔らかな土砂（第 2・ 4阿）が盛られ、畠として再利用されたもの

とみられる（第 1層）。なお、第 7陪については、一ヶ所の断面のみで確証は取れないが、位置とその断

面の形状から斜而恨llに設定された雨水等を断ち切る側溝の可能性が高い。

道路IIは、 砂利を大品に含む第14}愕を本体とし、第15層で構成されたと考えられるが、青灰褐色粘土

である第 13陪は，その後に補強等のため追加された可能性がある。第16陪～第20培は、基本的に斜面に

堆梢した自然堆積層であり、道路Il造成に際し、平らに整地された状況を留めている。なお、確認調査段

階では、試掘坑の深度が深くなり、標高17m付近まで掘削したのみであったが、本発掘調査では湧水の

ため再掘削がほとんど出来なかった。しかし、道路11下部の堆積状況をみると、新たな道路面は存在し難

いように見られるが、場合によっては、調査区の北側に逸れていた可能性も否定できない。

A-5トレンチ束壁では、第11陪が地山の砂媒などを多く含むことから、地山平坦面の一部を取り込

みながら道路として機能していたと考えられる。当該断面では、道路を想定可能な恩位が一枚のみである

が、標高が18m弱というレベルから、道路 Iに伴うものと考えられる。なお、これを骰う第 5~6・8

屈は、傾斜堆積していることから 、道路使用の途絶後の自然堆積土で、第 1・ 4)愕などは、畠としての再

利用した際の耕作土と考えられる。また、本発掘調査段階のA斯面と B断面は、前述したごとく表裏の関

係にある。道路而を構成したとみられる層序は、第 4~6胴と c！料である。上面の標高がおおむね18111

付近にあることから、道路 Iの路面と判断したい。

ところで、 A-4トレンチで検出されている道路I[の延長については、A-5I、レンチやA・B断面で

も明確でない。これについては、 A・B断面付近で検出された石敷状の追構(SD-2 c石敷状逍樅）が相

当する可能性がある。これは、B断面の第 7庖以下に相当し、図版15下段に示したように、礫を多く含

む水平堆梢で構築されていたものである。一応この遺構については、道路下段に至る階段追梢の可能性を

指摘しておきたいが、ただ調査ではその確証を得るまでは至っていない。

なお、図版14の平面図にアミ掛けで表示した区域は、 小砂利が多く含まれていた範囲である。この範

囲の延長には、同一方向をとるテラス （階段状部分）が存在することから 、これも道路跡となる可能性があ

る。とりあえず、道路皿と想定し、SD-2cl道路跡と仮称しておきたい。

さて、今回の調査では、合計 3本の道路跡の存在について指摘することができた。道路11Iについては、

土陪断面等で確認できないため、前後関係は不明であるが、 A-5 1、レンチで明確でないところからすれ

ば、道路Iょりは古いものとみなされる。その）レートとしては、 AB断而東側に確認されている 3段の階

段状テラスの上段部分をとおり、調査区北側へ抜ける。道路 I[は、同じく中段テラスを、階段状の石敷を

通って下り、崖線に沿って東へと抜けていく 。道路 Iは、 SD-2の西端部からそのまま東へと抜けるも

のと考えられる。

これら道路造構の時期については、出土した迫物のほとんどが古代後期の須恵悩片であり 、時期の特定

は難しいが、道路1Iの一部とした石敷内から須恵器や土fjiIi甘甘片が出土しており、これについては古代の可
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能性を否定できない。しかし、閣査することができた範囲は、極めて狭く、部分的であることから、今回

は可能性のみ指摘し、今後の課題としたい。

C. SR-10道路跡（圏版17)

SR-10道路跡は、 B地区北辺の崖下に沿って検出されたが、もともと砂利敷きの農道であった。この

現股道については、圃場整備に伴い造成された可能性が高いが、今回対象とした道路跡とは、この下罰部

から検出された砂利を含む熟位のことである。平成 3年度の確認閥査では、現農道路盤陪と間感を挟んだ

F位において、小砂利を含む層序が確認され、かつ古代後期の追物包含層の上を裂い、艇線に沿って述な

っていた事実から、道路跡の可能性を指摘したものである［柏崎市教委1993]。

しかし、今回あらためて調査を行ってみると、小砂利を含む層は、古代後期の包含層の上に堆積してい

たが、その範囲は道路111扁というより、かなり広範囲にわたり、沖梢地へ拡散するように検出された。また、

当該道路を想定した位窟は、崖下に沿うものであるが、 この槌は概して急であること、また段丘礫層等が

鋸呈した部分も看取できた。このような状況から、確認調査段階で道路面と認識した小砂利を含む地陪に

ついては、崖面から崩落した段丘礫層の一部が、周辺粘土層とともに再堆梢した可能性が高い。このため、

SR-10とした道路跡については、 一応道路ではなかったと判断しておきたい。

ただし、当該地点は、圃場整備段階における造成工事、あるいは近世以降におけるl開発などで、かなり

現状が損なわれた可能性がある。今回、SR-10道路跡という辿梢名は、下JII原逍跡から消えるが、古

代，中世等における道路の存在については、もう少し周辺の状況を明らかにした上で、‘慎重に判断する必

疫がある。今後の課題としたい。

2) 井戸跡（図版16上段）

井戸跡については、 A地区西端部から 3基が検出された。グリッドとしては、 C~D-15~16グリ ッ

ドの範囲、特にD-16グリッド杭付近に集中する。当該地点は、調査直前まで宅地とされていた区域で

あり、 A'地区東壁の土層断面（図版16下段）でも明らかなように、かなり盛土がなされていた。その

庫さは、正確な数値は不明であるが、井戸組中検出域では 1mを超えていた。 したがって、以下の各説に

おける数値についても、深度については 1mあまりを加算する必要がある。骰土については、 ドプ臭くす

べて軟弱な粘土であったため、半戟による土層観察はできなかった。

なお、調査では、盛土感をすべて重機にて除去したため、井戸に関連する住居等の追梢は未検出である。

また、各井戸の時期については、江戸時代にさかのぼるものはなく、すべて近代、主に明治）月以降と考え

られるため、規様等を略述するのみとしたい。調査状況等については、調査の経過参照のこと。

a. SE-5井戸跡 確認面での法屈は、直径が東西90cm、南北75cm、深度は113cmである。出土追

物としては、小さな木片ばかりであり、年代を想定させる追物はなかった。

b. SE-6井戸跡 確認而における法ii'（は、直径が東西83cm、南北77cm、深度は 151cmであり、本

井戸が最も深い。本井戸で特徴的なことは、辿樅確認面下20cmのところで、深さ約50cmに達する桶状の

木製井戸枠が検出されたことである。タガなどは確認できなかったが、円形となるよう側而の角度が調整

されたものであった。

c. SE-7井戸跡 逍樅確認而での法倣は、直径が東西97cm、南北115cm、深度は120cmで、直径等

の規校では、木井戸が最も大きかった。本井戸では、中暦位から板状木製品などが、また下陪位からは、

ru,物の底板などが出土した。
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w 出土遺物

遺物の概略

下川原逍跡から出土した逍物は、土器•陶磁器類を主体とし、その他に若干の木製品や石製品、媒類等

が伴っていた。 土器•陶磁器類は、器形をうかがえるものがほとんどなく、大半が小さな破片である 。 追

物の全出土品は、 一般的な保管用コンテナに一箱程度と少なかった。

出土逍物の所属時代としては、縄文時代、古代後期、中世、近世後期以降近代と、そして現代の辿物が

認められる。これらの中で、近代以降については、主に井戸出土造物や、表土等で採某されたものが含ま

れる。これら新しい時代の追物については、今回の報告では割愛させていただき、近世以前を主な対象と

して、各追物の概略を述べることとした。なお、土器類の個別については第 2表参照のこと。

概 略 まず、追物の主体を占める古代後期については、土師器と須恵器が出土しているが、施釉陶器

や黒色土器などは認められなかった。出土した位置は、主にSD-1溝と SD-2溺 ・道跡といった遺描内

である。出土した破片数としては土師器が多い。しかし、ほとんどが細片で占められていた。中世の珠洲

については、古代の土器類とともに前述の遣構内から出土しており、おおむね同じ傾向にあるが、品的に

はかなり少ない。また、中世土師器については、細片を 1点のみ確認できたが、古代の土師器との分別が

つかない小片については、若干混在している可能性がある。近世については、井戸内やSR-10道路跡と

していたB地区北辺部砂利層の上層位、あるいはSD-2溝・道跡の上位から得られたものである。ただし、

時期的には近世末槃が大半を占める。SR-10を道路などと想定する場合は、近世後期以降までしか今の

ところさかのぼり得ず、中世以前における道路の存在については、否定的なものとなる。縄文時代の逍物

は、土器と石柑類に分けられる。 出土位置を見ると、 SD-2 溝•道跡では、 A断面の道路整地層と考えら

れる第 4層や、 B地区のSR-10に関連して出土しており、いずれも原位置にあったとは考えられない事

例であった。

出土量の比率 下｝II原遺跡において、遺物が出土した遺構は、古代～中世を対象とすれば、 SD-1溝

跡と SD-2溝道跡の 2追構である。そこで、両追梢から出土した土器類について、各種別ごとに出土拡

の比率をまとめてみたい。両逍構合わせた土器片の概数は、 SD-1溝跡が137点、 SD-2溝 ・道跡では

56点、合計192点である。ただし、それぞれの破片数は、何れも細片を按分した概数である。

まず、須恵器・土師器、珠洲・中世土師器についてみると、須恵器 ：22%、土師器： 75%、珠洲：

2 %、中世土師器： 1 ％であり、圧倒的に古代の土器が多く、特に土師堺は全体の 3/4に達し、中世の

土器類は僅少である。古代の土器について、その機能からそれぞれの比率を見ると、須恵器貯蔵形態は

21%、同食膳具 1%、土師器煮炊具8%、同じく食膳具は67％であり、土師器の椀 ・杯類が圧倒的な数

虻で出土している。ただし、この数値は、土師器の焼成が悪く、細片化して出土していることに伴うこと

も考えられ、実際の数値はもう少し低くなる可能性がある。また、最も特徴的な事実は、須恵器食膳具が

底部の破片 l点のみ、追構外を含めても出土総数は2点に過ぎず、ほとんど皆無に近い状況にあることで

ある。須恵器貯蔵具についても、大半が小破片であり、大甕の破片 (37)にタール状の接着剤により補修

が加えられているものがあり、状況的には須恵器の流通がかなり乏しくなっていたことを示唆している。
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第 8図 下川原遺跡出土土器類の組成比率

須恵器貯蔵形態の内訳では、批類が17%、壷類が 5％であるが、甕類の多くは大甕であり 、破片数は多

くとも個体数の比率的は、さらに下がるものと考えられる。同様なことは、土師器にも言えることであり、

土師器煮炊具 8％についても、個体別とすれば少なくなると考えられる。

SD-1溝とSD-2溝 ・道跡における組成比の相違点をうかがうと、まず類似点としては、須恵器貯蔵

具における甕類と壷類の比率、また土師器食膳具の比率では、おおむね同じ状況とみられる。異なる点と

しては、中世の土器類の有無と、SD-2溝 ・道跡における土師器煮炊具の比率の高さが掲げられる。前者

について、 SD-2溝 ・道跡から中世の遺物は皆無であり、 B-22グリッド出土の珠洲揺鉢 (43)について

も、調査の初段階において表阿から出土したもので、SD-2溝 ・道跡とは直接的な関わりがない。また、

SD-1溝における煮炊具の比率が低い点は、当該逍枯が溝跡であったことに起因し、 SD-2溝 ・道跡の

ほうが生活の実態に近い状況を示している可能性もある。しかし、この点については、追梢の性格に関わ

る差異として注目できるかも知れないが、両追構とも中世の所産と考えられることからすれば、古代の逍

物に対する評価は、留保せざるを得ない。それでは、以下において、各種別に分け概要を述べておく 。

須恵器 悩種は、貯蔵形態である甕類と壷類が大半であり、特に甕類の占める比重はかなり高い。食膳

具である杯類は、わずかに認められる程度であり、器種の構成比率からすればかなり低く、時期的な関係

を示唆する。焼成は、概して良好である。色間はおおむね灰色を呈している。胎土に含まれる混和材とし

ては、白色の軟質岩粒で、粒径が 1mmから1mm未満のものが比較的多く含まれる。須恵描の生産地と

しては、佐渡小泊窯系の製品と考えられるが、白色軟質岩粒の粒径や含有品では、越後各地で若干の地域

差があるように見受けられる ことから、再度のII今味が必要かも知れない。この他の混利材としては、微細

な石英粒があり 、また一部の個体では、パミス状の黒色粒子が含まれていることがある。年代観としては、

B地区で出土した須恵器杯 (54)が古相を示す事例と考えられ、これ以外にほとんど須恵器杯がないこと

から、大半は9世紀末雖前後から 10世紀代の所産と考えられる。
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土師器 器種としては、食膳具である杯・椀類が大半を占め、煮炊具である甕や鍋類はi崩かである。色

調は、大半が橙色～浅黄橙色の範睛にある。焼成は概して劣悪であり、細片化した大きな要因と考えられ

る。また、出土箇所のほとんどは、 SD-1溝跡やSD-2c石敷き等であり、特に前者からの出上が多い

が、遺構の性格も関わって、ほとんどが麻滅科II片化したもので占められていた。このため器形を復元で

きる個体は極めて少なかった。器種の大半を占める杯，椀類の胎土は、粒径が 1~ 2 mm前後の比較的雑

多な砂粒が含まれる場合が多いが、ほとんど混和材を含まない精選された個体も少なくない。盤類につい

ては、ある程度砂粒を含む事例が多く、鍋類では砂粒を含まないものが多いように見受けられるが、両者

の個体数は少なく、詳細は不明である。所属時期については、最も多く出土している土師器椀類の形態が

あまり明らかでなく、具体的な時期については判然としない。須恵器の年代観を参考にすれぱ、おおむね

10世紀を中心とした年代が与えられるものと思われる。

珠 洲 出土した点数は、合計で 5点ほどと佃少である。 しかし、出土追構や層序は、おおむね土師

器•須恵器と同じであることから、各逍構の存続時期等をうかがう上では重要な意味をもつ。 器種として

は、 甕類が大半を占め、揺鉢は 1点のみであった。年代観としては、絶対凪が少なく、破片密料であるこ

とから正確な判断はできないが、概して焼成や胎土が良好なこと、タタキ目が比較的緻密であることを考

應すれば、第皿期～第I¥I期（吉岡編年）の所産と考えられ、おおむね13世紀後半から 14世紀代と判断さ

れる。なお、珠i州甕破片の中には、破断面や表裏面が序滅していたものが認められ (27~ 29)、何らかの

意図から破片が再利用された可能性が考えられる。

中世土師器 図化が可能な個体はなく、すべて細片であるが、ただ確実な事例は1個体のみである。確

認された中世土師器は、やや厚手となる中形皿口縁部の破片で、手づくね製であることから、刈羽 ・三島

型中世土師器後期、おおむね14世紀頃の製品と考えらる。

近世・近代陶磁器 主な出土位置は、 SE-6とSE-7とした井戸 2基と、 SR-10とした逍路盤状の

砂利層である。種別としては、肥前系の陶磁器を主体としつつも、在地などの民窯と考えられる陶器など

が含まれる。これらの所屈年代は、 SE-7井戸では、電球の破片とともに出土していることから、廃薬

年代は近代以降であり、前者についてもほとんどが19世紀代前後と新しいもので占められている。

縄文土器 調査区域や、各辿樅内に分散的な状況で散漫に出土した。図示できた破片は数点と少ないが、

麻滅して胎土中の砂粒が露出したものなどが他にも若干出土している。時期が判明する破片は少ないが、

中期前薬期の深鉢 (53)などが認められる。

2 遺物各説

1) so-1溝跡出土土器類 （図版18-19) 

当該溝跡から出土した逍物は、そのほとんどが土器類である。出土拭全体の96％が古代の土器で、そ

の内訳は、須恵器糊類 ：18%、須恵器壷類： 5 ％、土t-:ili描杯 ・椀類 ：69%、土師僻甕・鍋類： 4 ％とな

る。中世の土滞は、珠洲： 3 ％、中世土師器 ：1 ％で、巾世：I泊iii器は、 1点を確認できたのみである。

須恵器・土師器の出土位躍と層序については、各地区の上中下各陪から、ほぼ網羅的に出土する。これ

に対し、中世土器は地区と陪序が判明している 4点についてみると、すべて下層からのti',土であった。こ

れらの状況からすれば、中世土器と古代士器の両者は、溝が槻能していた段階に、製土内へ混入したもの

と判断される。したがって、本溝跡については、新旧二本の溝跡ともに、中世以降の所産と判断される。
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3 (29) 

。
(S• I :3) 15cm 

第 9図転用珠洲破片

古代土器 (1~ 26 ・ 32 ・ 42) 須恵器は、大姫を主体とした甕類と、瓶を主とする壷類に大別され、

すべて！竹蔵形態で占められる。破片はほとんどが小片であり、器形を詳細にうかがえない。大甕について

は、頚部が 「く」の字に強く屈曲、口縁部は強く外反するものとみられる (1 ・ 2)。体部の整形は、外

面のほとんどが格子目のタタキ痕、内而のアテ痕は、寄海波文•平行文が認められ、それぞれの凸面に刻

みを施すものが一般的である。瓶は、口縁部片 (3) ・肩部 (22) ・底部 (23)が出土している。土帥器

の出土破片数は多いが、器形をうかがえるものは少ない。図示したものとしては、椀底部 (24) ・媒のロ

縁部 (25)と胴部片 (26)がある。時期については、破片費料のため特定が難しいが、須恵器食膳具がほ

とんど認められず、土師器椀の作りがやや粗雑なことなどからすれば、 10世紀代の所産である可能性が高

しヽ。

中世土器 (27~ 30) 珠洲は、すべて破片資料であり、底部 (30)の 1点を除けば、他はすべて胴部

片である。器種はおおむね甕に限定される。外面のタタキ痕は、概して緻密で細かいことから、時期的に

は珠洲第m～町月（吉岡編年）であり、年代的には13世紀後半から 14世紀代と考えられる。当該珠洲の

年代観は、当該溝跡の上限時期を指し示すものと判断される。なお、第 9図に示したように、珠洲破片の

一部に、断而や表面が摩滅し、滑らかになっていたものが確認された（27~29)。このような事例は、須

恵器には認められず、珠洲破片だけに確認されたもので、目的や機能等は不明ながら再利用された可能性

がある。中世土師器は、 1点が確認されたのみであり、細片のため図化に至っていない。器種は中」[ILと考

えられ、器厚が原く、口縁部を弱く柚ナデする手づくね成形のものであり、刈羽三島型中世土（1lIi器後期の

所産とみられ、おおむね14世紀代が想定される。

近世・近代陶器（図版19-31) SD-1 溝跡の表層部分で1•II1 :t したもので、溝跡とは直接関わらない

可能性が裔い。器種としては、火絆の類、内外而は鉄釉、口縁側而に雷文がめぐる。時期不詳。

2) SD-2溝 ・道跡出土土器類（図版19-33 ~ 41 ・ 43) 

出土した土器類は、須恵器・士師器と、珠洲である。珠洲は、揺鉢の底部 (43)が1，I’1-I→．しているが、こ

れは表土剥ぎに際し、 SD-2溝・道跡範囲に相当する位囮で検出されたものであり、本辿梢との直接的

な関わりそのものは少ないと判断される。したがって、当該追村社1i土土搭類は、 主に古代の須恵器・土師

器に限定される。古代の土器は、 SD-2 c石敷き追構とした礫群とともにILL¥-tしたものが多かった。

須恵器と土師僻の出土比率は、須恵器： 20%、土師器： 80％であり、圧倒的に土師器の占有率が高い。

須恵器では、食膳具である杯底部の小破片 1点を確認できるが、それ以外はすべて貯蔵形態である。土師

器は、食膳具である椀類が62%、煮炊形態の甕や鍋類は18％であった。なお、この他に、縄文土器の小

破片 1 点も 1_|•＼ 十している 。
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須恵器 (33・ 35-37 ・ 39-41) 器種は、瓶類 (33)が 1点のほかは、甕類で占められる。甕類は、

頚部破片が 1点のほかは、すべて）l何部破片である。37の頚部破片は、屈曲部で一度割れたものが、タ ー）レ

状の接着剤によって補修されたものであり、内面側にその痕跡を明瞭に留めている。）阿部のI妓片について

は、外面のタタキ痕がおおむね格子目文、内面は青洵波文と平行文が観察される。39は、外而をタタキ整

形後、ロクロナデが施されたものである。

土師器 (38) 土師器の出土撒は多いが、そのほとんどが細片であり、図化資料は 1点を提示するのみ

である。提示した賓料は、石敷き付近から出土した高台椀底部破片である。高台部は、外但11へやや踏ん張

る形を呈している。器厚は概して薄く、焼成は甘く、摩滅が著しい。

珠 洲 (43) 描鉢の底部破片である。焼成が甘く、色調は浅黄色、底部は回転糸切により切り離され

る。内底面には、横位の擦痕状の痕跡が多く観察され、使用によるものとみられる。時期的には、口縁部

が無いため明確さを欠くが、内面の卸目は、幅19mm、刷毛目 10本で 6条確認されることから、珠洲第m
~1V期の所産で、おおむね13世紀後半から 14世紀前半頃の年代を想定しておきたい。

縄文土器 (34) 深鉢の胴部片と考えられる。文様は、横位の多条平行沈線文が施される。摩滅が著し

く、時期等の判断は難しいが、後期中薬の可能性が考えられる。

3) 井戸群出土遺物の概要

本追跡では、近代以降の所産と考えられる井戸が 3基検出された。出土状況や、逍物の出土位置等につ

いては、調査の経過や遺構の項で述べたが、ここでは、逍物の概要を大まかに記しておきたい。

SE-5井戸の逍物は、小さな木片のみで、他に人工追物なし。SE-6井戸は、井戸枠として桶状の木

組みが出土した他、揺鉢の口縁部破片が出土した (44)。全面鉄釉がかけられ、赤灰色を呈し、器肉はレ

ンガ質で橙色を呈する。卸目は、口縁部内而の外反部から施されるが、頚部において 2cm幅でナデ消さ

れている。SE-7井戸は、最も逍物が多く出土した。種別としては、曲げ物の底板や、板状の部材など

の木製品のほか、土器•陶磁器類、そして小形のガラス電球の破片が含まれていた。 陶磁器類としては、

急須の菟や広東碗底部破片などが確認できた。

4) SR-10道状痕跡上層出土陶磁器類

これらの陶磁器類は、表土剥ぎ段階で、一括的に出土したものである。陶僻 (51)については、生産地

不明で、時期も不詳 (18世紀代以降か）である。磁柑の大半は肥前系で、 49は底部の作りが原手なとこ

ろから波佐見窓製と考えられ、46~47もその可能性が高い。揺種は、磁器が碗類 (45~49) ・猪口

(52) ・中IHL(50)などがある。48は、広東碗の可能性もある。波佐見窯製品はおおむね19世紀前半、そ

の他の肥前系は、 52が第IV期 (1690~ 1780年）、 48・ 50が第V期 (1780~1860年）と考えられる。

5) その他の遺物

縄文土器 (53) SR-10の第 4トレンチから出土した。型式としては、北陸の新崎式古段階併行と考

えられる。焼成は概して良好である。文様は、半戟竹管を用いて施される。胎土中には、直径 1mm未満

の雑多な砂粒が多く含まれるが、白色の軟岩粒も目立っている。

須恵器 (54) F -11⑬グリッドにおける包含陪から、彬．独畠土した無台杯でる。底部が全損、「l緑

部は 1/8存、小泊窯系の製品である。時期的には、 9世紀後半と考えられる。
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番号 辿枯名 地区名 h1 位 袖 別 沿種 色 沿l ii ii 考

l S D-l 2 16ー・ 下1ti 須恵器 大盤 灰色 タタキ整形のあとロクロナデ閾整

2 SD-1 1区 ,1,M 須恵描 人役i 灰色

3 S D-l 11メ． 須恵器 瓶 版色

4 SD-1 2区 I咽1 須恵甜 喪類 灰色

5 SD-1 2ll 中灼 須恵器 槻類 灰色

6 SD-1 2区 下陪 須恵沿 疫類 灰白色

7 SD-1 21区 下lt1 須恵器 甕類 灰色

8 SD-1 11区 ’-IIN1 須恵悩 甕類 灰色， SD-1 l区 上Ii1 須恵器 別類 灰色

10 SD-1 3 1メ．． 下），；；i 須恵悩 裂t類 灰色

11 SD-1 3区 l消り 須恵樅 翌躾月 灰白色

12 S D-1 11x: 上k‘} 須恵沿 甕類 灰色

13 SD-1 3区 FKサ 須恵器 幾類 灰色

14 SD-1 1区 "d 須恵器 裂t類 灰白色

15 SD-1 l区 F料 須恵悩 幾類 灰白色

16 S D-l C-19 須恵器 甕類 灰色

17 SD-1 1区 上罰 須忠器 甕類 灰色

18 SD-1 2 |<I. 下彬 須恵器 甕類 灰色

19 S D -l C-19 須恵器 幾類 暗’廿灰色

20 SD-1 3区 ＂図 頷恵器 痰類 灰色

21 SD-1 1区 1.j:1彬 頒恵器 甕類 灰色

22 SD-1 21ざ． 下附 須恵器 瓶類 灰色

23 SD-l 3区 下彬 須恵器 瓶類 灰色 1閲台部前径14.0cm

24 SD-l 2|区 下層 土師器 椀 白灰色 底部回転糸切。底径4.4cm

25 SD-1 1区 下It1 土師器 甕類 にぶい橙色

26 SD-1 31:l 下陪 +．師器 勢t類 褐色

27 SD-l C-19 珠洲 甕類 灰色 表而 ．T杖断而1限滅

28 SD-1 1区 FJ杓 珠洲 甕類 灰色 表面 ・破断面摩滅

29 SD-1 3 lX.- 下/(q 珠洲 盤類 灰色 表而 ・破l折而I{f滅

30 S D-l 1区 上陪 珠洲 甕類 灰色

31 S D-l C-19 糊器 火鉢 灰褐色 近代か

32 SD-1 1 I凶 上附 須恵硲 喪類 灰色

SD-2 溝下段

33 SD-2 2区 礫群上料 須恵甘怜 瓶類 黒褐色

34 SD-2 Al析i(ij 4kサ 縄文土器 深鉾 にぶい褐色 胎上中に雑多な砂粒を多く含む。

5条の()t-行沈線文

35 SD-2 3 l?S: 下悩 須恵器 甕類 灰白色 クール状の接着剤による焼縦ぎfl|｝修

船あり

36 SD-2 l lメ・・ 路面 須恵器 痰類 灰白色

37 S D-2 Aトレンチ ト．h＿1 須恵器 大甕 灰白色

38 SD-2 31区 下｝杓 士師器 有台椀 橙色 高台打li直径6.4cm

39 SD-2 B-19 須恵器 甕類 灰色

40 SD-2 3区 下）やi 須、＇↓(器 喪類 灰白色

41 SD-2 0区 路而 須恵器 甕類 灰白色

42 SD-1 3区 須恵描 喪類 灰色

43 SD-2 B-22 （表土） 珠洲 拙鉢 浅黄色 内面に柚位擦痕の使用痕あり

44 SE-6 陶器 拙鉢 赤灰色 近代か

45 SR-10 」：．悩 染付け磁器 小椀 浅い黄橙色

46 SR-10 上）や 染付け磁器 巾椀 灰I‘_l色
47 S R-10 」:li1 染付け磁器 中椀 灰1乞l色
48 SR-10 上J惰 染付け惣沿 中椀 灰白色

49 SR-10 上J竹 染付け磁器 中椀 灰白色

50 S R-10 上）9；4 染付け磁器 中IIll 灰白色

51 S R-10 」・.}；4 陶沿 1:j.1鉢 にぶい黄橙色

52 S R-10 上彬 染付け磁器 猪11 灰白色

53 S R-10 4 I、レンチ 縄文土器 深鉢 にぶい橙色 中）U］前身ど

54 F-ll⑬ 須恵僻 無台杯 灰色

第 2表 下JII原遺跡出土土器・陶磁器類屈性表
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V 総 括

1 越後国佐橋荘に お ける地 域間往還 路の復元 一下川原遺跡の意義と課題一

1) はじめに

下川原遺跡は、1992年の確認調査に際し、僅かな追柚とともに、古代の須恵器や中世の珠洲といった逍

物が出土したことから、発掘調査を実施するに至った。しかし、調査対象区域とは、段丘の斜面もしくは

緩やかな沢状地形を呈し、下川原逍跡本体と考えられる河岸段丘平坦部を外れた北辺、つまり外縁部に相

当すると考えられる地点であった。このため、確認閾査および本発掘聞査における調査の目的については、

集落跡の調査という観点とは別の視点を用意することとしていた。

下川原追跡は、鯖石川左岸に位躍する追跡であるが、この対岸には馬場 ・天神11要逍跡が存在した。この

遺跡は、下川原辿跡において確認調査が実施される直前の1991-92年に、下川原追跡と同じ事業を原因

として発掘調裔が実施されている。その成果は、未だ正式な調査報告杏として結実しておらず、その詳細

を多く語れないが、都市的な性格を有する中世梨落であることが確実視される追跡である。躾落の状況と

しては、両側に1)！Il溝を備えた幹線道路が東西を横断し、これを碁準に南北方位の道路が設定され、これに

より町屋などが整然と区画整理されていた。この幹線道路は、鯖石川に接する段丘崖にて途切れているが、

下川原逍跡はその延長線上に位置しており、かつて当該地点には鯖石川を渡河する渡し場が存在していた

という身近な伝承も残されていたのである。現在、ほぼ同一地点を、国道291号やJR信越線が鯖石川を渡

るが、国道291号のパイパスを兼ねる新たな市道が建設される今回の事業を見ても、古来より交通の要前

であったことを物語っているのである。このような場所において、鯖石川両岸に対となるように確認され

た遺跡が、下川原姐跡と馬場 ・天神腰追跡である。しかも 、馬場 ・天神11要逍跡が中世において都市的躾落

を形成し、佐橋荘の中枢であった可能性を強くしたことは、物流のルー トなどを考應した場合、対岸に位

置する下川原逍跡の存在は大きくクローズアップされることになる。下川原逍跡の位岡は、大字安田地区

との境界にあるが、安田地区とはすでに臨荘鵜川荘域であり、佐橋荘の玄関口はまさしく 加納であったと

考えられる。したがって、馬場 ・天神腰造跡と下川原逍跡との関係は、鯖石川を挟みながら、流通や交通

路において密接に関連していた可能性が充分に想定されたのである。

1995年に実施した本発掘調査では、媒落の存在を確定させる住居絆の古代 ・中世追栴は一切なく、溝l

条と溝状を呈した道跡 1本が僅かに発見されたのである。この結果については、当初の想定に近いもので

あり 、道路跡の存在は、前述した目的におおむね合致するものである。しかし、本文でも述べたように、

発掘調査で得られた成果は、この課題について応えることが難しく 、佐橋荘内あるいは鵜川荘や柏崎津な

どに至る交通路や流通といった問題について、多くを語ることができなかった。

そこで、本節では、発掘調杏によって確認された前述の 2辿構と 、それらから出土した古代 ・中世の追

物とともに、これら追構の性格や辿物の年代観などを再検討しつつ、改めて木遺跡の意義をまとめ、評価

を加えることとしたい。ただし、下川原追跡の本体と想定される段丘部平坦地が全く聞査されていないこ

とから、明治27年 (1894)11月聞整の旧更正図（地藉図）を用いながら、下川原逍跡本体について類推を

JJllえ、下川原追跡評価の材料とする。
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2) 旧更正図と検出遺構

旧更正図の土地区画と道 第10図は、市道22-50号線の工事に際し、用地を取得する際に使用した地

梢測墨図を原悶とし、土地の区画について 1、レースしたものである。当該原図の測屈時期は不詳であるが、

平成 3年 (1991)の工事予定にあわせ作成されていることから 、おおよそ 1980年代後半頃に現地を実測

したものと推測される。これに対し、当該地における加納村の旧土地更正圏は、明治27年 (1894)11月

調整のものが残されている。加納地区一帯は、 1950年代に土地改良事業が施行され、水田域の土地区画が

大きく様変わりした。この状況は、新たな更正図として昭和33年 (1958) に調整され、土地改良された

範囲は、旧更正図で閉鎖された。しかし、畑や宅地など、特に水田とされてなかった部分は、土地改良を

免れており、下川原追跡周辺を含む段丘部付近の高台は、ほとんどすべて旧梢が保たれていた。

そこで、明治27年間整の旧更正図と、柏崎市で新たに測固した地梢測屈図を対比してみると、畑の区

画や赤道・水路は、ほぼ整合することが確認できる。ただし、旧図は斜面部が間延びしたものとなってお

り、その意味では、地積測凪図のほうが、現地を正確に写し取っている。したがって、第10図に示され

た区画等は、少なくとも明治27年段階の様子を示していることが明らかであるため、以下これをもとに

検討を進めたい。

第10図は、図化範囲の東西が、ともに用水路によって画され、下川原遺跡A地区のほぼ全域をおさめ

る。西側の用水路は、安田・田尻地区の水田を潤すものとして開堅されたもので、明治27年の更正図に

記載されている。これに対し、東側用水路は、1950年代後半における氾濫原一特の土地改良と共に設定さ

れた新しい水路であり、当該水路の東側あるいは北側は、土地改良された水田が広がっている。西側の用

水路には、その東側をやや道幅の広い道路が概ね並走するが、この道路に対し、西側から 2本、東側へは

3本の赤道が接続されている。これらの道や水路については、説明の便宜上、 A~Gまでの記号を付すこ

ととする。

まず、道Aについてみると、道111叡が他よりも広いことから 、相対的ながら幹線道路である可能性が考え

られる。しかし、水路Gとの関連性を考えると、道Aは上流域のかなりの部分で並走することから、場合

によっては、水路Gの管理道路としての性格を否定できない。ただし、左右に分離する当該地点以北につ

いては、水路Aの管理道路でないことが明らかである。道Eは、現在も生活道路として活用されており、

逍FもB地区においてSR-10とした道路状痕跡の上陪にあった農道であり 、両者は共に土地改良後もそ

のまま踏製されている。

道Aから東へ派生する道は、B・C・Dの 3本である。道Dは、道Fと竪合せず、そのまま氾濫原を開

発した水田へと下る。道Bは、第11図でも示したとおり 、河岸段丘平坦地を方形状にめぐる畑道である。

道Cは、道Eと整合しつつ緩斜而を下り、段丘樅の北辺を巡りつつ途中にて途切れている。実は、この逍

CがSD-2fi府・道跡であり、土層浙面で確認された道である。

さて、第10図をもとに、下川原遣跡北部における道について合計 6本を紹介した。これらの道の内、

A・B・D・E・Fの 5本は、現在も生活道路であったり、形骸化しつつも、田畑と関係しつつ機能して

いる。ところが、道Cの現状は、宅地に取り込まれたり、あるいは畑として再利用されるなど、ほとんど

道の痕跡を留めず、ほぼ機能を失った道であった。第 10図は、明治27年 (1894)の状況を写しているが、

すでにこの時期において、道そのものは段丘斜面の途中で途切れている。 しかし、その東端の延長上をみ

ると、道状を呈 した細長い区画が描かれており 、道cそのものは氾濫原に至る現水路脇まで達していたこ
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第10図 下川原遺跡A地区周辺の土地区画区l

とがうかがわれるのである。また、昭和56年 (1981)に測図された第11図の地形図には、道Cがすでに

道としての機能を失っていたにもかかわらず、そのルートに沿うように 6本のハサ木が描かれている。こ

の事実は、道Cが存在感のある安定した道であったことを物語る証拠として評価 したいと思う。

しかし、道Cの運命は、他の細い田んぼ道などとは異なり、道としての機能を失う 。第7屁lで示した

A-4トレンチ東壁の土層断而から、道Cの歴史を解釈すれば、道として機能していた段階では、前後 2

回の路面が確認でき（道路n:第14~15層、道路 I:第9~10層）、砂利が敷かれたり、丁憲に補修がな

されていたことがうかがえる。 しか しその後、道としての機能を失うと、斜面崩落土により埋没（第 5~

6層）、さらに客土された上に畑と化 した（第 1~4阿）。それぞれの時期については、調査結果で特定す

ることができなかったが、第 1~4層がしまりが無く柔らかいこと 、第5層は明確な表土として検出され

ていることを勘案すると、第 2~4／愕の客土と第 1厨における耕作の時期は、それほど古くなく、第 5阿

を表土とする荒蕪地の期間が相当長かった可能性が高い。

それではなぜ、道Cは機能を失って形骸化し、地表面における道の痕跡までも失うことにな ったのであ

ろうか。まず、考慮しなければならない点は、道Cが他の道とは異なった機能や目的を与えられていた可

能性が品いということである。つまり、他の道が、畑や水田に関わることにより、現代まで命脈を保つこ

とができたとすれば、道Cは農作業など日常的な生業とは無関係であった可能性を強くする。結論を先に

示せば、道Cは、 地元における日常生活や生業の必要性に基づく道ではなく 、地域間を繋ぐ往還路など、

全く異なった意図や思考のもとに設定されたと考えることが妥当と半Il断する。このような意図を持つ道C

が機能を失い、廃絶してしまうという事件は、本追跡にとって霞要な意味を持っていたと考えられる。

検出遺構の評価 そこで再び、発掘調査で検出された二つの溝状遺構について、再検討を試みたい。ま

ず道路跡として認定 しているSD-2溝 ・道跡は、前述したごとく道Cの東端部と重複する ことから、ほ

ぼ道Cの古い段階の姿であ ったと考えられる。

ところで道Cには、細長い土地区画 Iが接しているが、 この区画は無番地である。これは、明治27年

に土地を丈獄する際、区画を測品していることから、 当然その存在は意識されていた。しかし、無番地と
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第11図下91l原遺跡の旧状
昭和56年 9月撮影 ・現調 ）

（原図： 「柏崎市、その 8」

したまま残されたことには、何らかの事1肯があったと考えざるを得ない。この問題を実際に確認すること

は今となっては難しいが、現状が階段状を呈する土地区画の法面であったことからすれば、道路敷きの一

部と して観念されていた可能性が考えられてくる。つまり 、道であって道ではない存在、そのような位罹

付けがなされる区画であったと考えられる。

もし仮に、この区画が道路の一部であり 、改修に際しカットされた法面であったとすれば、それ以前の

ルー トは、屈曲の少ない道筋となるが、その場合、 SD-1とした溝の南端部と接続がスムーズとなって

くる。SD-1については、形状等の判断から これを洲跡として報告してきたが、本逍構を単純に溝とし

た場合、形状からすれば自然流水路に近い。しかし、 SD-1の上流は、南端のすぐそばにカッティング

された斜面が位窟し、溝の延長としての痕跡が全く見当たらない。つまり 、自然流水路に流れる湧水等の

供給元が不明確なのである。SD-1が、自然流水路ではないとすれば、別の解釈として道路跡であ った

可能性が生じてくる。その場合、道Cのルー トは、当初SD-1に沿って蛇行していたと考えられるので

ある。SD-1の東側は、表土がほとんどない平坦地であり、地山の礫が露出していたという事情もある

が、かなり硬くしま った状態で検出されている。このような状況からすれば、当初、 SD-1をとおり 、
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蛇行していた道は、徐々に改修が加えられ、SD-2へと蛇行を小さくし、その後更正団にある道Cのよ

うにある程度直線的な道へと改良された可能性が指摘できることになる。

今回の発掘調韮により、確認された逍構は、SD-1とした溝跡と、SD-2とした溝状を呈する道跡で

ある。しかし、これらがすべて道の痕跡であり、改修や改良が加えられた結果を示しているとすれば、こ

の道路は、かなりの労力をもって維持管理がなされたことになる。

それでは次に、各追構の年代観について、出土遺物から検討を加えたい。まず、SD-1i翡跡から出土

した追物は、古代の須恵器や土帥器を主体としていたが、僅かながら混入している珠洲の存在は、溝跡の

埋没時期の上限が、中世であ ったことを示している。 しかし、 SD-1より後の道跡と考えられる SD-2

からは、古代の土器が出土したのみであり、これをそのまま単純に理解すると、上述した道路の変遷観は

閉る。再度、 SD-1の出土土器群の構成を見ると 、土器群の主体は、古代の土師器・須恵器であり、中

世土器群は僅か 4％が含まれていたに過ぎない。この事実は、中世の逍物が当初から少ないとしヽう事梢を

示すもので、当該地点が地域間の往還路として機能していたとすれば、容易に解釈できることである。そ

して、緩斜面という地形的条件がよいSD-1でも、中世土器群は僅か 4％に過ぎなかったという結果は、

段丘斜而に相当する位置にあるSD-2ではなおさらで、中世の土器類は極めて少なく 、調査では検出で

きなかったという解釈を可能とする。 したがって、 SD-2において、例え古代土器だけが出土したとし

ても、少なくともその時期を古代に限定 してしまうことは危険であり、現状では上述の想定を殺す根拠に

はなりえないものと判断されるのである註 l)。

この判断については、類推を重ね、根拠の乏しい解釈であることから、現段階で確定されたものとする

ことはできないが、 SD-1溝跡とSD-2溝 ・道跡の両者は、共に中世の所産と考えることが妥当と判断

したい。この判断を前提とした場合、各追構の年代観は、珠洲編年の第1Il~N期（吉岡編年）、中世土師

器も刈羽三島型中世土師器の後期に編年されるものであることから 、これらすべてが13世紀後半から 14

世紀代に限定できる。したがって、道Cが往還路として機能していた時期は、 13世紀後半から 14世紀代

と一応想定することが可能となる。

道Cの変遷試案 さて、道Cについては、発掘調査で検出された二つの消状逍樅と関わって、部分的な

がら変遷が想定される。ここでは、そのまとめを少ししておく 。変遷の段階は、大きく 3段階となるが、

変遷を追えるのは発掘調査がなされた区間のみであるため、更正図上の西半部はそのままとする。まず第

1段階は、道Cの中ほどから SD-1を通るルートである。おそらく 、この頃は、台地の上部平坦地が部

分的に突出しており、それを迂回する形で道があったと考えられる。第 2段階は、 SD-1の東側平坦部

をとおり、 SD-2へと降りていくルートである。道路の補修等に関連し、台地部分が土取りされたこと

から、迂回部分が小さくなったか、ある tヽ はこれを意l図した土取りがなされたと考えられる。第3段階は、

更正図で把握できる）レー トである。段丘様を巡る斜面部については、補修のたびに槌而を削り、徐々に盛

り璽ねられていったと考えられる。

各段階の時期については、第 1段階～第 3段階までのすべてが、原則13世紀～14世紀代に収まり、第

3段階は明治27年の更正図に描かれていることからすれば、その後大きな補修がなされないまま近世に

至ったと考えられる。各段階それぞれの詳細な時期は、現状では特定できない。

下川原遺跡の評価 さて、今回発掘聞賓によって発見された二つの溝状追構が、すべて道路の跡と解釈

することができ、鯖石川を渡河するルートの一つであったとすれば、対岸に位箇する馬場・天神）l要追跡の

存在を見ても、下川原追跡は単なる道路が通るだけの通過点ではなかった可能性が生じる。この課題につ
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いては、追跡本体と想定されている河岸段丘平坦部の調査が欠かせないが、実際には全く手付かずである。

しかも、この一料の現状は、畑と宅地であるが、辿物の散布は極めて希罰で、ほとんど採梨されていない。

また、 一部宅地化による掘削土が存在するが、地山士が大半で、明らかな中世逍物は未採躾である。した

がって、想定どおり下川原逍跡の本体が存在する可能性は、今のところ低いと言わざるを得ない。

しかし、鯖石川渡河地点の一つと想定される下川原辿跡の位留は、大字）J［l納の北端に位笛し、大字安田

との大字界に接していた。安田地区は、嬌川荘安田条の領域でその上方部分と考えられる。つまり、下川

原は佐橋荘の境界ぎりぎりの位樅と見ることができるのであるが、逆思考すれば、この部分を佐A布i王の領

域として確保していたとも受け取れるのである。交通路のボイントである渡河地点の両岸を抑えるという

ことは、物流｝レートの実効支配を容易にし、かつ確実に支配することができるわけで、権力的な思考が働

いていた可能性は充分考えられる。越後毛利氏は、13世紀中頃から佐栖荘を在地にて直接支配するように

なるが、隣接する鵜JII荘安田条も、 14世紀後半までに南条毛利氏の系譜に連なる一派による支配がほぼ確

立する。それまでは、佐橘荘の正而玄関的な役割があり 、物流ルー トを支配する拠点的な施設の存在は、

あってしかるべきと思われる。

そこで、土地更正図などで看取される状況から、道Bの存在を考慮したい。道Bは、第10図では北辺

のみ表現したが、実際は第11図に示したように概ね方形に巡る道である。その範囲は、道Aと合わせる

と、やや変形はしているが、東西約65m、南北約60mの区画をなしている。今のところ、具体的物証に乏

しいが、道Bを形骸化した痕跡とする何らかの施設を想定しておきたい。ただし、上述の想定を確固たる

ものとしていくためには、今後、発掘調査や様々な資料を蓄粕し、具体的な検証が必要であることは言う

までもない。

3) 鯖石川渡河と中世・近世の幹線道ルート

下川原遺跡の時期区分 下川原追跡からfi廂認された土器類は、大きく 4期に区分される。第 1l開は純文

時代である。しかし、逍物の出土品は少なく、原位誼を留めない散発的な出土状況であったことから 、今

回の検討から除外する。第 2期は平安時代であり、概ね9P世紀後半から 10世紀代に限定される。時代背

蚊としては、鵜川斗［や佐梢荘などの荘園が成立する以前、倭名抄でいう三郷の世界であり、当該地には

「悩屋郷」を想定できる。しかし、郷の実態などは全く不明であり、古代追跡の確認例も少ないことから 、

交通路等の検討は留保しておきたい。第 3期は中世であり 、下川原追跡出土逍物からすれば、 13世紀後半

から 14世紀に限定される。この時期は、馬場・ 天神腰追跡の最盛明で都市的な集落が形成されており、

佐橋荘や臨荘鵜川荘とのI~係、 あるいは越後毛利氏の動向とも密接に絡む。 また、荘園経済や、領主の在

地支配にとって、物流や交通路の掌握は堕要であり、渡河地点の意味は大きい。第4期は、近世後期から

近代であるが、江戸時代になると、街道整備が進められ、当該地には魚沼街道が整備された。したがって、

当該期は魚沼街道のルー トが課題となってくる。以上の状況からすれば、下川原辿跡に絡む交通路という

課閣は、中世から近世の時期とすることができる。

中l且における）J|●|納地区周辺の動きは、めまぐるしい。13世紀中頃、毛利経光は越後国佐栴荘に下向、佐

橋荘地頭職として直接的に在地支配を展開する。馬場 ・天神腰追跡の調査結果からすれば、当時すでに佐

郷仕の中枢である庄屋条は、都市的な梨落として発展していたものとみられる。毛利氏はその後、 14世紀

後半までに臨荘鵜川荘安田条に勢）Jを拡大、幾つかの争論を経て安定的支配を達成していった。16世紀に

なると、佐柏荘の本拠地は而条から北条に移り、北条城の琥に城下町を形成する。そして江戸時代の北条
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城下は、北条宿となって魚沼街道の宿場町として栄え、そのまま近代に至った。このような変遥過程は、

地域的な権力構造の変化や、政治的・経済的な中心部の移動を伴うものであり、物流の幹線となる）レート

も、為政者の思惑とその利便性のもと、変遷せざるを得なかったと考えられる。

魚沼街道 まず、近世の状況を把握するため、魚沼街道について検討してみたい。柏崎市域を通る魚沼

街道については、新褐県教育委員会が歴史の道として調査した報告曹が刊行されている〔新溝県教委1994〕。

魚沼街道のルートは、柏崎宿を出発すると、上田尻村一渡守村一北条村一大広田村をとおり 、塚野山村に

抜けていく 。渡守村とは、その位置関係から現在の鳥越躾落に比定できる。街道沿いの宿は、柏崎宿のほ

か北条宿、塚野山宿が設定されている。この報告忠の中では、安旧村の中道から渡守村（鳥越某落）に至

るルートについて、現在の国道252号をそのまま魚沼街道のルートとして想定している。しかし、現在の

国道252号のルー トは、安田駅前を通過するように、乱れのない緩やかな弧を描いており、明らかに柏

崎一安田間の道程とは異質なものとなっている。また、戦前の地形阿で確認すると、国道252号が整備さ

れた具体的な年代は不詳ながら、昭和23年刊行の地図（第12固b) に現在とほぼ同じ）レートの道路が描

かれている。 しかし、大正15年刊行の地図（第12図 a) をみると、国道252号に近い道程には、安田駅

前に僅かな集落が存在するのみで、閑散とした様子のままであることから、これを近世以降の街道沿いと

するには難が大きく、安田の地名も安田駅の北 1kmに記載されている。したがって、現在の安田中心部

とは、国道252線沿いでかつ、安田駅前としての立地から、昭和時代以降において発展したことが明 らか

であるため、近世の魚沼街道は、国道252号ではなく、そのやや北側を通る旧道をその）レー トとした。ま

た、鯖石川の渡河地点については、天保13年 (1841) に完成する小坂橋の位置が示していると考えられ

ることから、長鳥川との合流点のすぐ下流となる旧地形l図に示された小坂橋の位岡に（第12図a・ b)、

小坂の渡しを想定しておきたい。

魚沼街道のルー トは、小坂栢あるいは小坂の渡しにより鯖石川を渡河すると、北条町方内を通過し、家

近から泉へ抜け、そこで長烏川を越える。そしてそのまま久バl奇一領川一影沢を通って、旧広田へ至るが、

これらのルートはほとんど異同がない（第12図 c)。

鯖石川渡河地点 現在の鯖石川渡河は、各所に設けられた幾つもの橋梁で、渡河を容易に達成すること

が可能である。その中でも主要な渡河地点は、長鳥川との合流点付近にある。現在、合流点のすぐ下流に

あった小坂橋はすでに無く、合流点のやや上流において、 JR信越線の鉄橋と共に、国道291号や最近新設

された柏崎市道22-50号線に伴う橋梁が建設され、長鳥｝l|左岸に至るルー トとなっている。しかしなが

ら、信越線の鉄橋は明治になってから、また国道291号の）レー トは昭和23年刊行の地形図に記載が無く、

戦後において整備されたもので、道路としての往還路は、長鳥川右岸を通っていた。このルートは、前述

した魚沼街道であり、鯖石川の渡河は、小坂の渡しであり、天保13年以降は小坂橋であった。

魚沼街通のルー トが、鯖石川と長鳥川との合流点のすぐ下流において、小坂の渡しを越え、現北条梨落

内を通過したのは、ここに北条宿が設けられたことによるが、その発端は戦国時代における北条城下の発

展にある。北条城下が、佐梢荘の本拠地として、政治的・経済的中心部として位留付けられ、そのもとで

発展したのは、 16世紀において、南条の馬場 ・天神）捩逍跡から北条へ、移転と集住が行われたことによる

と考えられる。つまり 、政治的な動向や経済的な効果などが絡む偶然と必然により、佐橋荘の中枢が位悩

を変えたことから 、往還路のルートも変更せざるを得なかったと考えられる。往還路の変遷には、政治

的・経済的な背景が想定されるのである。そこで、当該地一帯における政治的な動向等から関連する画期

について幾つか抽出してみたい。
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鯖石川を渡河する交通路の変遷を考える上で、想定される重要な画期は 4回ほどを認めることができる。

まず第ーは、佐橋荘の中枢が南条にあり、馬場・ 天神）l要逍跡において都市的に発展した段階である。時削

的には12世紀から 15世紀に及ぶが、都市的な発展を遂げた段階から最盛期は12世紀後半から 15世紀前半

代である。この間、越後毛利氏は、恩賞の地として臨荘の鵜川荘東部に勢力を広げ、安1:1:I条を領有してい

く。その端緒となる時期は不詳ながら、応安 7年 (1374)の 「安田逍幸譲状」により、道幸は鵜川荘安田

条地頭職を二男の修理亮朝広に譲っており 、少なくともそれ以前に安田条地頭職を得ていたことが明らか

である。その後、安田毛利氏は、 14世紀後半において、安田条上方や、嬰害の際などの領有について、幾

つの争論を闘っている。しかし、永徳 2年 (1382)の 「長尾道継1i{｛ゃ書状」は、憲朝に対し 「安田殿」と

呼んでおり、鵜川荘安田条が安田毛利氏の苗字の地とする本拠地として、ほぼ確立 されたと考えられる

［村山教二1990]。 したがって、これまで佐橋荘の玄関口とされていたカンノウ条北部の位置付けは、この

14世紀後半において、鵜川荘安田条が毛利氏一族の支配地となったことにより、大きな変化があったと考

えられることから、これを第二の画期としたい。

第三の画期は、佐橋荘の中心が南条から北条に移行・移転した段階であり 、北条城下に家臣その他が梨

住し、城下町と して展開した時期とすることができる。この時期については、馬場 ・天神腰追跡が15世

紀後半もしくは16世紀初頭を最後に、ほとんど遺梢・追物が認められなくなる ことから、大まかには16

世紀初頭頃をその画期と見たい。そして第四の画期が、江戸時代における魚沼街道の整備と、北条宿の設

定である。第四期の魚沼街道の整備と北条宿は、第三期の北条城下への集住と城下町の発展が契機であり、

第三期の交通路を継承したものである。したがって、大きな課題は、北条城下へ中枢部が移転する以前、

佐橋荘の中枢部が南条にあった15世紀以前の交通路が、下川原逍跡と関わる問題となってくる。

なお、鯖石川の渡しは、魚沼街道の小坂の渡し以外に、南条の渡しがある。この地点について、 「北条

町史jは現在の善条橋付近であるとしており、 「白JII風土記」にも南条村と善根村が組合して運営してい

ると記されていることから、両村名をとった栴梁が渡しの所在地点を示 していると考えられる。小坂の渡

しは、天保13年以降小坂橋の架橋によりその役目を終えるが、南条の渡しは、明治になって普条栢が架

橋されるまで続いた。また、下川原追跡発掘調査段階に、地元の人から1iflき取りした下川原追跡一馬場・

天神腰逍跡間の渡しについては、 「北条町史jなどにも一切記述がなく、確認することができなかった。

15世紀以前の鯖石川渡河ルート 15世紀以前、渡河）レー トの変遷に関わる画湖は、第一と第二とした

二つの両期である。まず、下川原遺跡に関わる課題として、第一の画期についてみる。下川原迎跡から出

土した中世の土器類は、珠洲編年の第1lJ)明と第N湖の珠洲と、刈羽三島製中世土師器であり、おおまかな

時期は13世紀後半から 14世紀代に比定できる。土器類の出土屈は少ないため、さらに時期を限定するに

は若干蹄躇するが、珠洲編年からもう少し限定するとすれば、珠洲第nI期が14世紀代の第 1から第 3四

半期とされていることから、一応ながら 13世紀後半から 14世紀代 3四半期までとすることができる。

第一期の末槃段階は、毛利氏が鵜川荘安田条地頭職を得た時期であるが、未だ領有に伴う争論の最中で

あり、安定した支配には至っていない段階とみられる。ところが、第二の画期を過ぎた14世紀後半以降、

南条毛利氏の一派である安田毛利氏が、鵜川荘安田条での在地支配をほぼ安定化させたころ、下川原追跡

では中世の逍物が確認されなくなる。つまり、下川原を通過する往来が途絶えた可能性が高いのである。

以上の状況から、当時の状況をまとめると、 12世紀後半から 14世紀のある段階まで、佐橋荘の中枢は

馬場 ・天神）l災を中心とした南条にあり、毛利氏は粕川荘安田条への進出が達成されていなかった。この段

階は、佐梃荘カン ノウ条北部が佐橋荘の玄関17であり、下川原から馬場へが往来のルー トとして鯖石川の
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渡河がなされていたと考えられる。したがって、鯖石川の渡河を含む往来は、すべて佐橋荘内にて完結し

ており、毛利氏が独占的に支配していたことになる。

ところが、14世紀のある段階において、南条毛利氏の一派が、闊川荘安田条での支配を雁立し、この段

階から下川原の地は、毛利氏本拠地の玄関口という意昧合いを失うと共に、渡河地点の変更が企図された

と考えられる。変更された渡河地点は、第三期以降の渡し場が烏越の地であったこと、また現地の地理的

な条件から島越地内以外は困難なことなどから、鳥越から馬場へと渡河地点が微妙に変更されたと考えら

れる。この背景には、これまで渡河地点を独占的に掌握したいとする佐栖荘側の思惑があったが、同じ南

条毛利氏の系譜が鵜川荘安田条を領地とすることによって、これまでの緊張感がなくなると共に、それぞ

れの領主は、経済的な指導力を発揮するため、交通路等を掌握しなければならない事梢が背景にあったと

考えられる。しかし、もともとは、下川原も馬場・天神腰も、そして鵜川荘安田条も、すべて南条毛利氏

が支配した土地であり、これらの領地が一元的に支配されていたとしたら、下川原から鳥越へという変更

はあえて必要の無いことである。ところが、応安7年 (1374)の 「安田道幸誤状」が示すとおり 、道幸が

鵜川荘安田条地頭職を二男の修理亮朝広に譲ったことから事態は急変し、鯖石川左岸は鵜川荘安田条の一

画に移され、そこから南条へ渡河するルートが変更されるに至ったのではないかと考えられるのである。

ただ し、越後毛利氏の系図や領有関係などは、いまだ不分明なことが多く 、当時の状況を復元できない事

柄が多いことから、検証する充分な作業が必要である。しかし、先ほどの応安7年の譲状は、下川原逍跡

において中世土器群がなくなる時期と符合しており、下川原から蔦越へ渡河地点が変更となった画期を示

す文書として評価したい。

中世近世の幹線道ルー ト さて、これまで雑駁ながら、長鳥川と鯖石川の合流点付近における渡河地点

について、検討を行ってきた。その結果、大きく 三段階ほどの変遷を捉えることができた。第13図は、

中世から近世に至る各段階の往還路について試案を示したものである。

まず、魚沼街道は、安田村から烏越をとおり 、C地点の小坂にて渡しもしくは橋により鯖石川を越え、

嬰害である北条城の山麓を巡るようにして北条城下に入る。北条城下の建設当初、城下町の範囲は、専称

寺の山門前、諏訪の木橋袂を南の限りと し、北の限りは、通りが東へ大きく屈曲する家近付近までではな

かったかと思われる。魚沼街道が整備され、鯖石川の渡河地点が長鳥川合流点の下流に移動すると 、小坂

の渡しから十日市にかけての通りが賂備されたと考えられる註2)。また、鯖石川渡河地点の小坂への変更

は、かつての中心地である庄屋条や、鯖石川上流域の地域へ至る道中からすれ、結局遠回りせざるを得な

い。そこで設けられたのが、第13図にDとした道である。この道は、明治期の土地更正図にも赤道とし

てすでに画かれ、各土地の区画を無視して造成された直線道で、長鳥川に栢を持つ。昭和23年刊行の旧

地形図をみると、栢の位躍を確認することができる（第12図 c)。 したがって、魚沼街道を幹線道とし、

これに岡野Ill]や松之山などに至る鯖布川沿岸道、そして両者を近道で結ぶ間道Dが、当該地域における 16

世紀から近世～近代の主要道であったとすることができそうである。

それでは、北条城下が整備 される以前、 13世紀から 15世紀の幹線道は、当然南条庄屋条を目指すこと

から、第13図のAとBを通過するものと考えられる。この時期の庄屋条は、馬場 ・天神）I要追跡の発掘調査

で明らかなように、すでに都市的性格を帯びる中世集落として発展し、地域的な経済の中心地となってお

り、領主級の館もしくは屋敷も複数存在することから、政治的にも中枢を担っていた。この鯖石川右岸の

中心部は、 13-15世紀において変動しておらず、変化が生じたのは鯖石川左岸の事梢である。また、鯖

石川右岸である馬場地籍の段丘は、鯖石川によって扶られ、西側の突端部南辺の縁に沿って往来する以外
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第13図 中世・近世の幹線道のルート試案
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に緩やかな道程がとれず、右岸側で上陸する地点を大きく変更ができない事梢もあったのである。

下川原を通過する Aは、出土土器群の時期から判断して、 13世紀から 14世紀後半まで機能するが、 14

世紀末薬にはBへ変更されたと考えられる。その画期は、すでに述べたごとく応安 7年の「安田道幸の誤

状」であり、それ以前は、鵜川荘安田条が別の権力に抑えられ、支配されていた段階から、安田条が恩賞

の地として毛利家に与えられた段階を想定することができる。Bへの変更は、 安田条が毛利一族であって

も、所領が分割相続され、支配が分離した段階、つまり大きく 三段階の変遷を経た上でなされた変更であ

ったと考えられるのである。

そして、 16世紀において、鯖石川右岸の事情が大きく変動し、佐橋荘中枢部が、北条に移転したことに

よって、幹線道路ルートが大きく変更され、そのまま近世、近代へと引き継がれたのである。

4) おわりに

下川原遺跡の発掘調査は、追跡本体ではなく、外縁部が調査対象となって実施された。確認された遣梢

は、溝状を呈する追構 2条に過ぎない。報告編では、検出された各追構が溝状の形態を呈することから、

概ね溝的な思考を強くしたものとして記述した。 しかし、本節における考察は、 SD-2溝 ・道跡だけで

はなく、 SD-1とした溝跡まで道路に関するものとし、更正図で確認される道Cが、これらの道跡と関

連すると判断、局地的な変遷観も示した。さらに、各追梢の時期について、出土土器群の主体が古代土器

であるにも関わらず、中世の所産として愚考を重ね、幾つかの画期を設けながら、当該地域における中世

から近世・近代の幹線道路について、その変遷を述べた。調査で得られた情報は、僅かな逍構に僅かな出

土逍物、そして数少ない中世・近世の記録である。

今回、加納地区や北条・南条地区の交通路を問題とした。市町村史などを紐解いても、渡しや橋などの

記述は、文魯に記載された経緯などが主で、具体的な位置を記載した図面を伴っておらず、交通路のルー

トを知るだけでも労力が伴った。今回の雑駁な考察は、今後さらに検討する部分が多々存在するが、地域

史に対する一つの試案として、叩き台となればうれしく思う次第である。

註

1 下川原追跡で主（本的に出；l`．した土沿類は、主に古代の須恵沿 • _u:祁器である。これらの多くがSD-lやSD-2とした溝状の主

嬰逍構から1'1,1+．したが、これらの追構の時期を中世とした場合、古代土器のU,1letが問題となる。やはり中世と同様に、段lf．上の平

坦地を想定したいが、今のところその確証は、中世と同じく明確でない。

2 北条1成下の基本設計は、碁本道となる通りによってレイアウトされたと考えられる。まず、 主軸となる本通りは、諏訪の木梃袂

から家近までの前線道で、その問およそ800mである。諏訪の木梢からさらに南―ドすると、かつての佐栂荘の中枢庄屋条であり、

この道を逆に要守に向けて上れば、専称寺裏山を通る大手逍である。また、将広寺の'"門を下ると概ね莉線で悧1rn1j栂に至り、ここ

で長烏川を渡るが、これはそのままいくと東条の深沢に通じ、また磐広寺裏の山を I:．れば、北条城の撒手道である。この道と南北

の通りが交差するあたりが、城1ヽ．の中心街と考えられる。北条氏の館は、今のところ粋広寺境内が有力で、その下方域は家臣囲の

展敷であったと考えられる。この一;:i}は、蔀町と称されるが、古町が1£)至条の馬場 ・天神腰追跡の中世集沿とすれぱ、この流町は

新町で、新しく作られた町という滋昧かもしれなし、。Ill［とされる地名は、荒町を北限に八H町、 ヒH町、四13町、道場町と続く 。

この逍場町の西端にUi称寺がある。また、城下建設当時、市がIn!かれていたのは、道場町のさらに西佃l、下川原や前JIIJjiiなどのJII 

）原に囲まれた古iiiで、魚沼街逍の1登（前と共にIIIT)丑が西へ拡張されると、改めて十11i|iに市がV：てられた可能性が考えられるのでは

ないだろうか。
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2 調査の概要とまと め

調 査 下川原逍跡の発掘隅府は、平成 7年 (1996)の 5月から 6月にかけて実施された。発掘調査

に至った原因は、柏崎市逍22-50号線新設事業であり、当初平成 5年に発掘調査を実施する予定であっ

たが、他事業実施に関連し、平成 7年実施となった。

遺 跡 下川原遺跡は、新潟県柏崎市大字）Jl]納字下川原と字為戸地内に所在し、鯖石川左岸の河岸段

丘上に逍跡本体が立地するものと考えられる。今回の発掘調杏は、本体北側の斜面部を中心に発掘調査を

実施しており、遺跡本体は未調査のため実態は不明である。発掘調査区は、延長約140m、111昴7~14m、

調査面積は、 A地区783.8Ill'、A'地区51.9111'、B地区402.4Ill'、合計1,238.1111'となった。

遺 構 検出された逍構は、溝状を呈した遺構が 2条、井戸跡 3基などである。溝状逍構については、

報告文では溝を意識して記述した部分が多いが、遺跡の調査地点の特性と、対岸にある馬場・天神腰逍跡

という都市的な中世梨落の存在から、道路跡の可能性が強いと判断するに至っている。

遺 物 出土逍物は、縄文時代、古代、中世、近世 ・近代の大きく 4期に区分される。土器類の大半

は古代土器で、 9世紀後半から 10世紀代の須恵器 ・土師器である。中世は、珠洲や中世土師器が少足確

認されているが、出土招は少なくとも本逍跡にとっては重要な意味をもっていた。時期は、 13世紀後半か

ら14世紀第3四半期である。古代 ・中世の土器類は、 SD-1溝跡、SD-2溝 ・道跡から 、両者が混じり

合って出土している。したがって、これらを出土した逍梢の時期は、中世を上限とするものと判断した。

近世・ 近代は、肥前系の陶磁器類が主体で、主に18世紀以降となる。近代と考えられる井戸群 3基と、B

地区における道跡から出土した。この他に、縄文土器が調査区内の各所から散漫的に出土した。

評価 ・意義 下川原逍跡は、 13世紀後半頃から 14世紀後半頃まで、鯖石川の渡河地点として、また佐

橋荘における玄関口として、重要な位置を占めていた。古代においても、出土逍物から集落等の存在が想

定され、本地域における古代 ・中世史にとって貨里な資料を提供したとすることができる。
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下川原遺跡の位置と周囲の地形
図版 1

—̀ ‘’‘’ 、c,~、-it'..

原図「柏崎市その 7~10 (1 /2,500)」 撮影昭和56年9月
測図昭和56年11月



図版2
下川原遺跡 調査区とグリッドの配置図
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下川原遺跡 調査区全体図
図版3

〈A地区〉

『

-.J
｀
 

sql 
田

9
t
心

l
゜ 迪

-N•O 

田

る5-
＇4

N
N
-.̂o 

ヽ

l
N'
q
 

8・OJ 

〈A'地区〉

， 

／
 ／

 /
 4.(

＼

．
 

田

゜

ヽ
ヽ

-̂

ヽ

o

h
l鼻

3

、

田

0

、‘

°

`
 

0

-

゜

沢内堆積土砂

そ
1

〈B地区〉

-＇し
g
i
 

-1-

(S• 1: 300) 15m 

ぷ

5

ス1
-

2
 



図版4
下川原遺跡平面図割付図
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下川原遺跡 遺構平面図 1
図版5
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図版6
下川原遺跡 遺構平面図 2
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下川原遺跡 遺構平面図 3
図版7
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図版8
下川原遺跡 遺構平面図 4
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下川原遺跡遺構平面図 5
図版9
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図版10
下JII原遺跡 遺構平面図 6
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下川原遺跡遺構平面図 7
図版11
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図版12
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〈A断面〉

A 
19.20m-0-

1 明渇色土

2 褐色土

3 明鳩色土

4 明渇色土

5 褐色土

6 白灰色粘土

7a 渇灰色土

c 鴫茶渇色小砂i9層
地山a層憤色け岩状
地山b/11 白灰色粘土 （若干砂貿）

〈B断面〉

4

5

6
乃
乃

明渇色士

褐色土附

明渇色土

明褐色土譜
渇色土層

白灰色帖土麿
渇灰色土層

渇e土

a層（i土貿層．b層には
プロックが多く含まれ

A-2層と同じ．
b(iA•3層と関じ。 a層(Jum巴エu .．．9•9•9•ス・：·，.m：·:•:•左·······＊・ふ:-
，，，少なく暗色を呈する。

*··9,•,•,•,•9··’•ゞ•’・’•’••、,.,,,...’••、·,·,

．＇喝：浣緑：況：船：松•:,.い
A-4層と同じ．

A-5膚と同じ．
A•6層と同じ．
A-7眉と同じ．

第7眉と比して粒状化が弱い。＊n（プロック）の岩が多い。
上層に石が窪込んでいる。

暗荼渇色小砂利層

〈C断面〉

C 
19.00mや一

地山b膚が中プロッ クで況入．
.． .. .，5:：苺：t：表：：,:,

褐色土主体。 少•IJ)地山a層が
粒子状に混入．
渇色士主体。地山b層が多量に

混入。またJl山a層が若干粒子
状に滉入。

地山b層プロックを倉c.
褐色土主体．埠山a層が湿入．

石や錢｀紗99の大変多い麿
（籟膚）

逓山b層プロ・ノ ク。

褐色土主体．多量の地山bl!I中
ブロックと地山a層9aが多く湛入．

B 
19.00m-<iー

灰｛褐）色祐土

暗灰褐色砧土

白色98土
褐色砧土

茶褐色粘土
褐色砧土

茶渇色96土
疇茶褐色粘土 （土質）
白灰色砧土

¥、‘̀`¥、̀̀`‘̀¥、

亡 ；； ．穫

A• 
→ 

B
 

喝色はうすい灰色祐土のゆるやかな誌合層．憧色
砂穫粒 (¢90~20mm)を若干含む．道格 （新）面か．

地山粒・罵色粒を多く含む。1111褐 ・灰色粘土の混合層。

池山土再堆9員土。鳳色粒子を多く含む．
睛渇色土主体。燻色粒子€多く含む。
茶渇色土 ・鳩山土の小プロック湛合土．l9士的な層
第8膚とはII同じ。但し、態山や渇色粘土の小プロックが多い．

第5層とは1g閏じ．坦し、地山ブロックはかなり多く含んでいる．
粒状。斜面からの汲出土か．
，，なり均ーな粘土。

c・ 
—• 

゜
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19.00m-,,— 

[=:J石 ・籟

埠山粒;3~7mm~多く含む。 石敷を覆う糟土。
!119層と問じ渇色土が主体。追山じの混入がはとんど
なく第1層よ91鰭色を呈する．こぶしの91392どの石が

多く含まれる．
茶喝色土層 遠山士の汲入が多く明色．石ははとんど含まれない．

固くしエっている．
鳩茶褐色士II 遠山士 ・渇色土が粒状化して濃合した土け。水平に雉横．

石U少ない。
渇色土層 土U褐色土が主体。 しかし石が多く含まれ土は少ない
明棧褐色土層 Jを山土と渇色土が96土状に渭合。石はほとんど含まない．
渇色土Ill 明内色の砂唇プロックが多く含まれる，j也山との漸移層．

IS,1: 40) 

渇色士層
渇色土眉
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SD2溝跡石敷
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〈A'地区東壁土層断面図〉

RO 

AO 

AO 道絡娼土莉1111眉 上面はセメント｀下層は間辺の粘土を盛った灰渇色の粘士層で・中層に濤砂が敷かh
路鑢を形成．

荼褐色粘質砂嫌眉 (18喪土） 基本的に(3粘土層だが閲化により土貿を幕びる。地山の砂積が多く含まれていること
から、地山土が流出し喪土として形成されたと考えられる。

la 11/1憶色砂磯9占土Ill 撹乱 ，喪士 （第1層）の土砂主体．
Ila 褐色秘土層
llb 隋褐色お土膚 第Ila層は喪士と漸移し砂濃を含むが、第llb層は帖土層として粘性がはい．
Ill 明橙色お士 第V層と男VI層の混合土。地山土的な土砂の萬鳩積層。第IV層上面から第 rヽ• Vl/llを

磁り込んだ掘間土が出自と考えられる。用水龍の掘肖II土で、その追眉年代をあらわす
と判類される．

IV 鳳褐色給土IIl遺物包含層） 第llb層と13色鵡が暗色で巽なるが、基本的には同じ。第Ill層によって分鵡されるが、
第11111のない区填では第lllb層がなくなるか第IV層に融合される．第IV層から第llb眉
へ1』は19同じ環填で揖移．頑似した96土層が維憤したが、その中間1こわいて用水躇が
掘＂さ れた可縦性が高い。

v 灰色粘土膚 粘性が慎＜．ややハード。この下面からも土紐若が出土した (1点）。 第Va/flと第Vb
Illの211に分鼈されるが 第Va眉は第IV眉と第Vb/Iが混合、 融合したものと解される。

VI 緑灰色紗賃枯土麿 碁＊的な！也山層．砂賃が強く9占性に乏しい．

゜
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鴎灰色砧土砂礫屑 2aII92、旭山土の影響を受け．白灰色佑土が混入し、2b眉よりやや明色を呈する。

2c層は．揖渇色粘土砂棟層で．i虹丘砂積層の再繕積層と第2層が況合したもの。
鰭渇灰色粘土砂礫II 3a層,:違色が惨<.3b層は第6層との漸移的な色講を皇する．

3b層は、第4トレンチで2層9こ紐分され、 3b-1膚は砂鑽を多く含み．3b-2眉9“け績が
少なくなる．
溝II土．
第6層と鳩山明るい緑灰色粘土眉との漸移層で、溝出麿．
平安I3代包含層．確認Ill査段露トレンチの第1211,こ対Jtできる．

鳳色花土籠
は鳳灰色砧土層
鳥灰色枯土瘤

。
確認調査土層断面図
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畷色お土
灰色枯土 （砂和1多く含む）
明褐色け贄土（古道路面）
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一平安9奇代包含層一

明灰色粘土
瞳貧褐色通山土•褐色土
貿色遠山土 (jlj堆憤）
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下川原遺跡 1 
図版 20 

a. A地区全景 （西から）

b. A地区東半部の遺構群 （西から）



図版 21 
下川原遺跡 2 

（北西から）

b. SD-2溝・道跡 （西から）



下川原遺跡 3 
図版 22 

a.下川原遺跡遠景（八石山中腹より〕 （南東から）

b.下川原遺跡近景 （北から）
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下川原遺跡 4
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b. SD-1溝とSD-2溝・道跡 （西から）
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a. SD-2溝・道跡石敷 （北東から）
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B 地区 2

a. B地区全景 （北東から）

．． ・パ ・• ,< co,:'ゞぶ ;• ；― 、云

b. B地区東部のピット群 （南東から）



B
 

地 区 3
 

図版 42 

L
-

.
”-．
 

‘
.
-: 

..

.

.

.
v
./ 

、t

ふ
t

．
 

•.• 
．．
 ,
 ．
．

．．．． 

^
 

．｝
 

．．

．．
 

．．
 
、•• 

．，

．
9
 

)
 

,．
＇f・ 

-`で
F

参

7”.
•. 

,

J
・

:
.

.̀
.
＂
，
．
．
．
．

．
ノ．

．I

•

~~

、
.
¢

..
 

；
＇ヽ

S

a.第 1

b. 第 1

c. 第 1

トレンチ

トレンチ

トレンチ

（南から）

（南西から

: _..,.. ~. ., . 
9 9 . 9で心 ．， s・

ん` ＇`
．、• , - ． ＾.． · 、•; C < • : • • . , 

, ． ． 9, • る・へ．．9 ．'. ， ． 
'. <• ,. 

.．．．．・ ·ィ• '’• → ~,....... ' ·; ... e • - ＝冑●

.,・... .・. ・. . 
；デ・ ．^ 

（南東から）r 

～・

t ・ 
.，．今

ヽ，．  
<--

、 .̀・.r・-・;・ • : ;:.  
． ··.-.. ， ．，，，，た` •9. ，｀ぐ．．、．で、、ぃ．、．

.. • "' -.:...,.、・,...もこ．
・ 畜 、9.' ． 

...' ---~-.,,-_. .. -・
ヽ ..・

.，•C茫．，．、→,`；； • 
... ·'•"'. --~' 

--,...... 
ー ・

．．．． ．姿．、森＇令瓦、, . . 
,． 、 ..、 、し9 .．．.. _..,•.-"'·, 
“•< 9 .：ヽふ予麟；ぶて

●、

＇` ●≪ 9 ̀ r..-. ---..ふ．ー、,_...,ぷヽ ．、沢袋翠
‘々‘

式→・•
•疇 -̀、 :.n か^、-“̂...，≪ J ，．り9：,． -'泣恕釈へ＇



図版 43 

B
 

地 区 4
 I.9..,aa. • •' 

.-，．ふ• ,＼． •̀, ,,
9 , —鴫9..．を．．り・ ． ． 

•:,••~ゃ· 9' 

・‘'し・• S~• ・・,.'̀．．，99’ ●●●’ 

""·ふ•．な
．．．2. ．； ． •.::ヘ· ．謹．忍：

.,....', 
， 

｀ 
.,．． 
ヽ

. ;'., 

~ ．． .·• .. • •· •ヽ曹.. ・. ふ

9 ℃9'，_r.. ・、

坪‘--；ぷ'9.
.<、.

.』．． g~̂ · f. A啄
．~ ー ・ ・,. ．~ • 9’- • 

ふs.:．
~;g..せなダ·9 、 ••• 刈ベ...,.

逹空髯・しゞ；令．ぷt知ャ、£••999 .• 9•2へs丸．~

,• ... . • ・ . ・, ..: :, ..ヽ．ィ・・.

.. . !,.:"',..' .. •. ; 
．` -.. :<..．9 、.、 ．． e.• : 9..  

ゞ；•3.... 9.•,:, 
.．．̂.，..、 .. -~ ．、‘．．． • ・ヽ、． 

．．・
． ． ．．万2 • 9 Z・・ ． ． 、

. -~、_:,: ・↓
,．．ヨ‘‘茫•, ．．:．:r ・ぐ‘’

,,.' ,.'~-• T. ．、•: .., f.-．： ．.， ． ．. 
;_’』..;”̀” ↓ -

'•. 
2... `‘9.  r .t• 

← ••“. ‘‘で9-．.．．. 9. ． ・・， こ• . '' ・ , . . 
., 9... 

・ヽ ．．． ． ．や•，• = :贔.、c_,• • ,．．,..・

・:,. : "--・.:.. ---.. ・.':・.. : •、.．,· .-.,. -,." ;.』•• 
. -—•,t -.. ` ·~9.. . ,," .. ` t. ~こ• . i .. 、.

• ` • ヽ’`

...、し 冤唸 玉
≪,̀  ・ぶゞ…ti . ~ "... ・-;i 

’̀ ,., •‘’;• -..,..、9

‘ t:！ 

.. 4
 

，
 

•• 

-
・
~

L
 

,

、

'．．
 ,‘

 
t.
‘
‘
.
 

ふ
勺

ぶ

＿`

`
9
,
 

'
,
`
 ．．
 .•• 

--,.,,.. 
• " ‘ 
s ・ ．． ヽ

. ・--
•. 

， . 

ヽ•...

＇し・..,,..メ・

. -..'. 
,·• ．`* ・ ̀  

9 - ，伽ぷ●'·· • . 
．．；•更

ヽ
．．ぷ’.9.

● 99● 

: ..、̀

a. 

b. 

第 3トレンチ

（南から）

第 3トレンチ

（南西から）

c.第 3トレンチ

（南東から）



a.第 4トレンチ

b.第4トレンチ

c.第 4トレンチ

（南から）

B 地区 5
ぃ?-～~:、女穿令，^ さーし\,..:; , •べ， 9;； ＇

,.、
• →i，ど万吟ヽ•̂ , • .:.．ヽ ・；，命唸さ•翌• :・唸9,．
炉螂疇玉・汝，ヽ疇7 -~ 
迄竺慕浴••; •rゞ ＇し、森・ー、峠心

~:‘□9誓こ
•.:,,,: : .:.,• 

:，--
マ 憂 ャ}A庄 ・・”:-・"‘" • 

．』9、-ぷえヽ・ •. ．、
,. 

. .. ． .. 、 •9tt̂ • 

V ^~. 5 *'．． E .;．、．．．． ．••.:- . ．．炉→汐ヽ ・ヽ'.-、,9 迄／`’、f..‘ベヽ、

”ヽ~---·:呑9< `:1こ• 9 1 ぐそ巳t•み>9 9‘s,’ 夕r . ‘・
ャ・ち も；ダ ・,::：→．氾そ2,・ ．
．．．，、~ ．． 、と▲曹 ．曹．．，～な ， ャ·;,.. , . . r.;• 9V.，...． ・{, ・ •‘’ 

.-‘・令^：ふ•／ノ’ ·， .. ¥ 99̀ ·ふ ?.::ヽ．．J/._.'., ',•,．
ん ・・紐・必心忍¢ぇ・;．ir:'. ．"... 
忍z:•生·祖it;、名：：iこ’'二況．ぶ..t.., .豆>:・".,a :,.; ぷつッ'/'． ＇•よ ¢ ;,..-?-, ＾ • 
吟 9ら 、; t• ・ 2f・9, 1 和 ＾ ・・ぶ．シゞ
←そ,-そ・ • :’． ぶ’:砂，• 生 ，•,・冴 ， ＇・，笠
；し ., 9 , 9 ,.｝，し ー:.,';_.・’’ ’•J. 9や. ,. ; .．,・・ •,1 , クm:

,9、.,• 9 • 

e •· 9ダ＇／七 ’ ....．,．-．．—芍•，鼻．．、
9- i 

P .f. 9必f必．9. ＇． ．，．． ・ダ ．噂＾ 
9•• ,',-• シ2 , t 2 9,．.， .,． ，9今 9ふ 9,．． ．`:・-r、..-・,•松i. 9 3 9 -‘.＇， :,、-．、

（南西から），;・翌翠琴＇9:．．， t．冤・ヽ ？笙翌⇔‘
..、，．．,.. •,:, 

• 9’・ -;9心’ • ; 

（南東から）

.，：‘‘・
9 : ,.,•-r ·••,: e,}: •る、 •…" •.- ·—•;'... J 

匹． ~"~':..,;,; -. ．、
✓心

dー・謬・→'_;•ヽニ塁．．，；江·9ー、『ぞ'，．． ．、會ふ屁，・ーザ・-'c..,・,, ' 
---. ."• r・ ~，•森．： ；•9:.., ． ·芯：ー、パ ’が
紐ぞ恙ざ．疇 ''•-．←’#,｛；』

ー・•, ・,t 

亙和を参笠ぐ←，”’'．． 
.． h ・否，． 9, 屯＇＇マ． ．翠，
s ..~ ~·--"·' "'._,.,... .. ー• 99,． 
¢r ．ャ．名．喀• .:; •ふ ·9て＇ れサ・・上．ヽ'
ヽ • , •,,:·-- ---·. ..
↓` か 9',

.9 : • .•：点忍．9．9/ ；C.9企‘’
• ..1 ・ • :.1．位・ •;'．？芦ヽヽ． •.: r ••4 

逹・;..＇．で 鼻J’C’ ● • 

1 ・:.;l./. :.;,.~· ff,，・・/ ,．1恐―:；.----.,_• 

↓v、: ．翌 ・ Z・ダ”• . - y' 

・グ和・ダc_＇ぶな
r. • - t‘.．ヽ.':.、.. 

.．-·• • ＇ら•克．芦え認を··葬‘_＿..... .' 

..,'．．；砂ぶ',¢ ；・， ・--てら•7,.-、 ．ー．．＂‘・•,. .. や ‘z．ヽ 汐,. ．忍・バ＿•～- {‘ ,（.． ,．'加9•', 9 

‘ 芯＇遥怠―.． ~-訟裸釦．..." .9'J'.,'，.,.' .ヽ. 
・， ＇々ベッ， ．，iマ芯．p． , 0',  

t 9 9• ,• / . ヽ

“̀”: 1 
し，・ -．←•9・．

_, 
'--,,.、

戸忍;.~組な竺，9 ・--‘・・ぷ..-・ ・・-:-; そ

--• し・ ご． ， 忍／・.＇況".4, ••• ,．．バー ．，．． ． 
人 ・，．~-, ,•'• 

へ
・み ：：ー ． ．s.，・・;, ' 

/―;，；,,.. 

& ；・店＂ー：．1_.-
• ✓ '":::·，ぐが定•f‘乎

••. ^ 

: ・t', • ·:'.t;••, 9. . ,. • ●● 

9 :•包，や •.‘• 
-C•、 Jゞ、ー·:．-f.,·—

“-らごと； ；． ，ヽご'’‘:
:.. :,~匹 .. ，，● 

'9、・ ダ・ー．． ..嶋,...,,.'·• - --.叫

.，-9";~:':.,｀，ヽ ・ し，9ヽ， ら,:>'.',;._ 、'
紐う‘11•―· 緊 ＇ピ，，”ク 、，遠
；＇翠漁，、賓謬は，・’’デ

.. 
＇わ・.-..,( 

叩砂露．1―,•iじヽぷ ；茫`らグ渚

図版 44 



図版 45 
下川原遺跡 出土遺物 1

/
 

/
P
 

こ］

t3 14 

［表〕

． ゚ ef 

• 

＼ぃルこ

径

~-~ _, 

こ〗

~ ・ t’少

こ］8

11:3 

5
 

SD-1溝跡

庫〕

s ＝約1/2



下川原遺跡 出土遺物2
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下川原遺跡 出土遺物 4
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下川原遺跡 出土遺物 5
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図版 51 
調査関係者
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a.調査関係者集合 （西から）
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b.調査スナップ （東から）



調育（整理・報告作業）体制（平成10年度～平成14年度）

調査主体柏崎市教育委員会教育長相澤陽一

総 括小林清雁喜（文化振興課長）

庶 務飯塚純一 （文化振興課副参事兼埋蔵文化財係長）

猪爪一郎（文化振興課副参事兼埋蔵文化財係長）

品田尚道（文化振興課埋蔵文化財係長）

担 当 品田高志（文化振興課埋蔵文化財係主任・学芸員）

整理作業スタッフ（旧遺跡調査室・遺跡考古館関係者）

帆刈敏子（古代・中世土器類実測・写真図版作成他）

黒崎和子（古代・中世土器拓本等）

阪田友子（近世陶磁器実測・図版作成補助）

吉浦啓子（木製品実測・図版作成補助）

大野博子 (PC入カ・整理作業補助）

萩野しげ子・片山和子・月橋香奈子（整理作業補助）

平成10年度

平成11年度～平成13年度

平成 14年度

平吹 靖・村山孝行・野田絵利子・高橋恵美・吉田正樹・小林 薫 （そのほか）

報告書 抄録

ふりがな しもがわら

書 名 下 川 原

副 書 名 新潟県柏崎市下川原遺跡発掘調査報告書

シリーズ名 柏崎市埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第42集

編著者名 品田裔志

編集機関 柏崎市教育委員会文化振興課 遺跡考古館

発 行 者 柏崎市教育委員会

所在地 茜 945-8511新潟県柏崎市中央町 5-50 TEL. 0257-23-5111 内線365

発行年月日 西暦 2003年7月28日

ふりがな ふりがな コ ド 北緯 東経 調査期間 調査面積
所収 遺跡 所在地 市町村 遺跡番号 0 I II 0 / // 西暦年月日 而

調査原因

新に＼ヽ潟がた県けんか柏しわ崎ざき市し
37度 138度 市道22-50号線下しも川が原わら遺し、 跡せき 大おお字あざ加か納のう字あざ下しも

15205 348 20分 37分
19950519 

約 1,238m'
川が原わら 21秒 13秒 ~ 19950705 新設事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な遺構 主な遺物 特 記 事 項

溝跡・道路跡
須恵器・土師器

下 川 原遺跡 道路跡 中世～近世
井戸

珠洲1・中世土師器 河川渡河関連の中世往環路

肥前系近世陶磁器

※ 北緯 ・東経は世界測地系に基づく 。
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平成15年7月28n 印刷

平成15年7月28|」発行

発行 柏崎市教育委員会

〒945-8511 新潟県柏崎市l巾央IIIJ5 -50 

印刷 協 詞組合柏印会
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